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は
し
が
き

高
句
麗
は
、
紀
元
前
一
世
紀
頃
か
ら
紀
元
六
六
八
年
ま
で
中
国
東
北
地
域
及
び
朝
鮮
半
島
北
部
地
域
に
存
在
し
た
東
ア
ジ
ア
の
古
代
王

国
で
あ
る
。
従
来
、
朝
鮮
古
代
史
に
お
い
て
高
句
麗
は
、
独
立
存
在
の
国
家
体
と
し
て
見
做
さ
れ
て
き
た
が
、
一
九
八
〇
年
代
頃
か
ら
、

中
国
の
歴
史
学
会
に
お
い
て
、
そ
れ
は
、
歴
代
の
中
央
に
隷
属
・
臣
属
さ
れ
た
地
方
政
権
で
あ
り
、
そ
れ
で
中
国
の
歴
史
に
属
す
る
と
い

う
提
起
が
な
さ
れ
た
。
他
方
、
高
句
麗
は
現
在
、
中
国
境
内
の
国
内
城
（
吉
林
省
集
安
市
）
か
ら
平
壌
へ
都
を
移
し
て
以
後
、
朝
鮮
の
古

代
史
と
し
て
正
式
に
見
做
さ
れ
て
お
り
、
高
句
麗
の
歴
史
は
中
国
史
あ
る
い
は
朝
鮮
史
の
一
史
両
用
論
が
主
流
で
あ
っ
た
。

以
後
、
高
句
麗
が
領
土
と
し
て
い
た
朝
鮮
半
島
北
部
地
域
が
中
国
人
が
建
国
し
た
箕
子
朝
鮮
・
衛
満
朝
鮮
の
故
地
で
あ
り
、
漢
四
郡

（
樂
浪
郡
・
臨
屯
郡
・
真
番
郡
・
玄
莵
郡
）
が
所
在
し
た
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
韓
国
・
北
朝
鮮
が
歴
史
事
実
に
よ
る
檀
君
神
話
を
も
っ
て
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建
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
の
発
揚
と
接
合
し
て
歴
史
認
識
を
確
認
す
る
一
方
、
中
国
で
は
、
社
会
科
学
院
が
二
〇
〇
二
年
二
月
東
北
辺
境
の
歴

史
と
現
状
に
対
す
る
系
列
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
東
北
工
程
が
着
手
さ
れ
、
歴
史
論
争
の
素
地
の
あ
る
高
句
麗
・
渤
海
研
究
が
展
開
さ
れ
る
と

こ
ろ
と
な
っ
た
。

こ
の
地
域
は
、
満
州
国
間
島
省
（
延
吉
県
・
和
龍
県
・
汪
清
県
・
琿
春
県
・
安
図
県
）
を
経
て
、
現
在
も
朝
鮮
族
が
圧
倒
的
に
居
住
す
る
延

辺
朝
鮮
族
自
治
州
で
、
そ
こ
は
か
つ
て
間
島
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
地
域
は
、
日
本
が
朝
鮮
人
の
意
志
を
代
弁
し
て
、
中
国
清

朝
と
の
交
渉
で
一
九
〇
九
年
九
月
締
結
し
た
間
島
協
約
の
対
象
と
さ
れ
た
地
域
で
、
こ
れ
ま
で
領
有
権
を
め
ぐ
り
争
点
と
な
っ
て
き
た
。

そ
の
最
初
の
交
渉
で
確
認
さ
れ
た
白
頭
山
の
定
界
碑
は
、
一
七
一
二
年
の
建
立
当
初
か
ら
、
問
題
を
生
じ
て
い
た
。
清
朝
と
朝
鮮
の
国

境
線
は
、
西
は
鴨
緑
江
を
境
と
し
、
東
は
土
門
江
を
境
と
し
て
い
た
。
こ
の
土
門
江
を
、
中
国
側
は
図
們
江
（
韓
国
名
、
豆
満
江
）
と
解
し

た
が
、
韓
国
側
は
松
花
江
と
解
し
た
。
後
者
の
解
釈
で
は
、
中
国
・
朝
鮮
国
境
は
、
松
花
江
と
そ
の
下
流
の
黒
龍
江
と
な
り
、
間
島
を
含

む
広
大
な
土
地
が
朝
鮮
領
土
と
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
た
め
に
、
間
島
条
約
で
、
中
国
の
版
図
と
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
新
中
国
は
、
金
日
成
へ
の
圧
力
攻
勢
で
、
一
九
六
二
年
一
〇
月
中
国
・
朝
鮮
条
約
が
成
立
し
、
中
国
の
意
図
を
明
確
に
し
た

版
図
が
確
認
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
再
び
高
句
麗
論
争
、
そ
し
て
高
句
麗
を
継
承
し
た
高
麗
の
歴
史
論
争
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
中
国
・
朝
鮮
国
境
問
題
の
根
源

を
論
じ
た
現
在
性
の
問
題
と
し
て
議
論
を
提
起
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
高
句
麗
は
、
朝
鮮
半
島
と
も
漢
民
族
の
歴
史
と
も
関
係

の
な
い
異
民
族
が
建
国
し
た
国
家
で
あ
る
。
そ
れ
を
中
国
は
、
高
句
麗
史
を
中
国
の
地
方
政
権
の
歴
史
と
し
て
、
韓
国
の
歴
史
認
識
を
封

じ
込
め
ん
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
韓
国
は
、
建
国
神
話
と
歴
史
事
実
を
混
同
さ
せ
つ
つ
も
、
現
在
の
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
押
さ
え

込
も
う
と
す
る
こ
と
へ
の
対
決
と
走
っ
た
。
こ
こ
に
間
島
問
題
が
再
現
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
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2　

朝
鮮
半
島
の
領
土

朝
鮮
半
島
と
そ
の
近
隣
に
つ
い
て
の
世
界
地
図
は
、
一
四
〇
二
年
、
天
台
僧
清
濬
の
「
混
一
疆
理
歴
代
都
之
図
」、
通
称
「
混
一
疆
理
」

で
あ
る
。
そ
の
作
成
は
李
王
朝
創
始
当
初
か
ら
の
国
防
が
十
分
な
認
識
さ
れ
て
い
た
た
め
と
見
做
さ
れ
、「
東
国
輿
地
勝
覧
」
の
八
道
總

図
の
基
礎
を
形
成
し
た
。
そ
こ
で

注
目
さ
れ
た
の
は
、
中
国
東
北
の

黒
龍
江
の
溝
ま
で
朝
鮮
の
領
域
と

し
て
表
示
さ
れ
て
お
り
、
白
頭
山

は
東
へ
偏
在
す
る
形
で
鴨
緑
江
は

長
く
西
へ
流
れ
て
い
て
、
豆
満
江

は
東
北
に
流
れ
る
小
河
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
図
も
、
後
の
「
大
東

輿
図
」
も
、
い
わ
ゆ
る
中
国
地
図

表
示
方
式
と
い
わ
れ
る
も
の
で
表

示
さ
れ
て
い
る
（
1
）

。
特
に
、
妙
香
山

は
山
形
の
図
で
表
示
さ
れ
、
そ
の

関
心
を
み
せ
て
い
る
。
南
で
は
、

図 1　「混一疆理」の朝鮮

（出所） 　龍谷大学所蔵の原図、張保雄による作図、張保
雄「李朝初期、15世紀において製作された地図に
関する研究」地理科学、第16号、1972年。
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巨
済
島
の
南
に
対
馬
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
図
で
は
、
兵
営
と

水
営
の
配
置
が
図
示
さ
れ
、
対
外
認
識
に
立
っ
た
作
製
が

は
っ
き
り
し
て
い
る
（
2
）

。

そ
れ
か
ら
六
〇
年
、
一
四
八
一
年
に
五
〇
巻
が
完
成
し
た

八
道
總
図
の
「
東
国
輿
地
勝
覧
」
で
は
、
半
島
の
形
態
が
よ

り
正
確
に
な
っ
て
い
る
。
一
四
八
六
年
に
五
五
巻
が
刊
行
さ

れ
、
そ
こ
で
は
、
鴨
緑
江
と
白
頭
山
と
豆
満
江
が
ほ
ぼ
同
一

直
線
に
配
さ
れ
て
い
る
（
3
）

。
そ
の
地
図
は
実
地
踏
査
に
よ
る
と

さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
、
科
学
的
認
識
が
深
ま
っ
て
い
た
（
4
）

。

中
国
朱
子
学
の
説
く
風
水
学
説
（
5
）

に
従
う
と
、
黄
河
に

沿
っ
て
黄
海
に
至
る
中
龍
脈
、
長
江
に
沿
っ
て
東
海
に
至
る

い
ま
ひ
と
つ
の
中
龍
脈
、
あ
る
い
は
香
港
で
龍
穴
を
結
び
、

台
湾
に
至
り
再
び
龍
穴
を
結
ぶ
南
龍
脈
と
並
ん
で
、
朝
鮮
半

島
を
通
る
北
龍
脈
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
中
龍
は
、
北
京
／

北
平
で
龍
穴
を
結
ん
で
中
国
悠
久
の
歴
史
と
文
化
を
生
み
出

し
た
。
南
龍
は
、
太
平
天
国
の
乱
以
後
、
旺
運
と
な
り
、
現

代
の
発
展
に
お
け
る
原
動
力
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
、
香

図 2　八道総図

（出所） 　『新増東國輿地勝覧』京城、朝鮮史學會、1930年。
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港
・
台
湾
に
お
け
る
文
化
と
経
済
の
隆
盛
を
築
い
た
こ
と
に

あ
る
。
九
龍
は
、
大
帽
山
か
ら
東
南
に
伸
び
る
主
龍
脈
が
九

龍
半
島
の
主
峰
筆
架
山
に
発
し
、
九
本
の
龍
脈
に
分
か
れ
、

九
龍
の
名
を
残
し
て
い
る
。

朝
鮮
半
島
は
、
中
華
思
想
文
化
圏
に
あ
り
、
風
水
の
理
解

に
あ
る
。
朝
鮮
総
督
府
は
、
北
岳
山
か
ら
流
れ
出
る
気
脈
を

断
つ
た
め
、
い
い
か
え
れ
ば
朝
鮮
統
治
に
あ
る
朝
鮮
人
民
の

反
抗
を
封
じ
る
た
め
に
、
そ
の
地
に
建
設
さ
れ
、
さ
ら
に
、

南
山
の
朝
鮮
神
社
を
朝
鮮
人
民
に
対
す
る
威
圧
の
た
め
と
し

た
、
と
指
摘
さ
れ
る
の
は
、
い
ず
れ
も
風
水
の
説
で
あ
り
、

そ
の
建
物
は
現
在
、
風
水
の
故
を
も
っ
て
い
ず
れ
も
完
全
に

破
壊
さ
れ
、
排
除
さ
れ
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
漢
城
、

京
城
、
ソ
ウ
ル
の
都
市
建
設
は
、
風
水
説
に
従
っ
て
い
る
（
6
）

。

風
水
を
踏
ま
え
た
そ
の
具
体
的
記
述
は
、
朝
鮮
最
初
の
地

理
書
、
実
学
者
李
重
煥
『
擇
里
志
』（
一
七
五
〇
年
上
梓
）
で

あ
る
（
7
）

。
同
書
の
八
道
総
論
は
、
以
下
の
記
述
に
始
ま
っ
て
い

る
。「
八
道
総
図
」
は
、
そ
の
朝
鮮
半
島
の
位
相
を
明
確
に

図 3　中国三大龍と朝鮮・日本

（出所） 　徐善斷・徐善『地理人子須知─總論龍法・穴法・砂法・水法』
台北、武陵出版、1985年の復刻。
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図 4　大東輿地全図

（出所） 　金正浩『大東輿地圖』京城、京城帝國大学文學部、1936年／『大東地志』
ソウル、漢陽大學附設國學研究院／亞細亞文化社、1976年。
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物
語
っ
て
い
て
、
本
書
は
、
国
防
上
の
必
要
性
か
ら
、『
新
増
東
國
輿
地
勝
覧
』（
一
五
三
〇
年
）
な
ど
の
成
果
を
見
直
す
ベ
く
、
実
学
の

第
一
人
者
に
よ
り
執
筆
さ
れ
た
。
李
重
煥
は
、
朝
鮮
半
島
に
つ
い
て
、
こ
う
述
べ
る
。

「
崑
崙
山
の
一
脈
は
、
大
漠
（
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
・
ゴ
ビ
砂
漠
）
の
南
を
行
き
、
東
は
医
巫
閭
山
と
な
る
。
こ
れ
よ
り
大
き
く
切
断
さ

れ
て
医
巫
閭
山
と
な
る
。
こ
れ
よ
り
大
き
く
切
断
さ
れ
て
遼
東
平
野
と
な
る
。
遼
東
平
野
を
渡
る
と
起
き
て
白
頭
山
と
な
る
。『
山

海
経
』
に
の
べ
て
い
る
不
威
山
と
い
う
の
が
こ
れ
で
あ
る
。

精
気
が
北
に
千
里
走
っ
た
所
で
、
二
つ
の
川
を
挟
ん
で
南
に
向
か
い
、
寧
古
塔
と
な
る
。
南
に
一
脈
が
抜
き
出
て
朝
鮮
山
脈
の
は

じ
め
と
な
る
。
八
道
が
あ
っ
て
、
平
安
道
は
、
瀋
陽
の
隣
り
に
あ
る
。
咸
鏡
道
は
、
女
真
と
隣
り
合
っ
て
い
る
。
つ
ぎ
は
江
原
道
と

い
い
、
威
鏡
道
を
受
け
つ
い
で
い
る
。
黄
海
路
と
い
う
の
は
、
平
安
道
を
受
け
つ
ぎ
、
京
畿
と
い
う
の
は
、
江
原
道
と
黄
海
道
の
南

に
あ
る
。
京
畿
道
の
南
は
、
忠
清
道
お
よ
び
全
羅
道
と
い
う
。
全
羅
道
の
東
は
、
す
な
わ
ち
古
新
羅
・
卞
韓
・
辰
韓
の
地
で
あ
る
。

京
畿
道
・
忠
清
道
・
全
羅
道
は
、
い
に
し
え
の
馬
韓
・
百
済
の
地
で
あ
り
、
威
鏡
道
・
平
安
道
・
黄
海
道
は
、
古
朝
鮮
の
高
句
麗
の

地
で
あ
る
。
江
原
道
は
別
途
で
、

貊
の
地
で
あ
る
。
そ
の
興
滅
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
に
つ
ま
び
ら
か
で
は
な
い
。
唐
末
に
太
祖

（
王
建
）
が
あ
ら
わ
れ
て
三
韓
を
統
合
し
て
高
麗
と
な
り
、
そ
し
て
我
が
朝
を
継
承
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
…
…
（
8
）

」

北
龍
は
、
中
国
東
北
か
ら
朝
鮮
半
島
に
至
り
、
龍
穴
を
結
び
、
そ
れ
は
海
を
越
え
て
日
本
で
龍
穴
を
結
ぶ
。
こ
の
地
帯
を
私
も

二
〇
〇
五
年
に
移
動
を
重
ね
、
そ
の
今
ま
で
に
見
聞
し
た
こ
と
の
な
い
龍
脈
の
穴
の
姿
を
目
撃
し
た
。
一
八
六
一
年
李
朝
朝
鮮
の
実
学

者
・
地
理
学
者
朝
鮮
人
金
正
浩
は
「
大
東
輿
地
全
圖
」
を
作
成
し
た
（
9
）

。
そ
れ
は
朝
鮮
最
大
・
最
高
の
科
学
的
実
測
図
で
、
同
地
図
は
、
興

宣
帝
大
院
君
に
献
上
さ
れ
、
そ
の
精
巧
地
図
を
見
て
、
国
家
機
密
を
漏
ら
し
た
廉
で
投
獄
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
事
実
で
は

な
い
。
そ
の
地
図
に
は
、
以
下
の
説
明
が
あ
る
。「
崑
崙
山
に
発
源
す
る
三
大
幹
龍
の
一
つ
（
北
條
幹
龍
）
は
医
巫
閭
山
と
な
り
、
脈
か
ら

七
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発
し
た
遼
東
の
平
原
と
な
っ
た
あ
と
、
白
頭
山
と
し
て
隆
起
す
る
。
こ
の
白
頭
山
こ
そ
朝
鮮
の
山
脈
の
祖
山
で
あ
り
、
…
…
」。
こ
の
地

気
の
移
動
と
王
朝
の
盛
衰
の
歴
史
観
か
ら
、
朝
鮮
で
は
、
そ
の
白
頭
山
か
ら
発
し
た
脈
は
半
島
全
域
の
生
命
体
組
織
を
形
成
し
、
そ
の
気

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
こ
そ
、
地
域
の
存
在
を
規
定
す
る
と
こ
ろ
と
な
る
。

金
正
浩
に
と
っ
て
も
、
そ
の
半
島
と
そ
の
付
け
根
、
中
国
東
北
吉
林
の
朝
鮮
人
地
区
に
あ
る
朝
鮮
人
社
会
に
対
す
る
龍
を
制
す
る
中
国

遼
寧
省
の
医
巫
閭
山
の
存
在
は
キ
イ
と
さ
れ
る
。
そ
の
問
題
関
心
の
地
域
は
、
現
在
、
渤
海
史
論
争
、
そ
し
て
高
句
麗
史
論
争
、
さ
ら
に

東
北
工
程
論
争
を
生
ん
で
い
る
。
一
方
、
清
国
は
、
間
島
の
支
配
を
も
っ
て
龍
の
穴
を
押
さ
え
、
白
頭
山
平
原
を
制
し
て
、
北
朝
鮮
に
そ

の
支
配
地
を
拡
大
し
た
。
鴨
緑
江
は
朝
鮮
の
白
頭
山
に
発
す
る
が
、
そ
の
河
川
は
中
国
が
支
配
し
て
お
り
、
北
朝
鮮
の
経
済
的
窓
口
は
依

然
、
中
国
の
支
配
に
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
白
頭
山
は
、
朝
鮮
民
族
の
国
神
の
降
誕
の
地
で
あ
り
、
ま
た
抗
日
闘
争
ゲ
リ
ラ
の
活
動
の
地

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
朝
鮮
民
族
の
聖
地
で
あ
る
。
朝
鮮
で
風
水
が
重
視
さ
れ
る
の
は
、
朝
鮮
が
中
華
文
化
圏
に
あ
る
以
上
に
、
風
水

の
龍
法
で
中
国
に
対
抗
す
る
意
識
が
そ
の
歴
史
力
学
を
形
成
し
て
き
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
本
稿
の
主
題
を
め
ぐ
る
社
会
的
・
政
治
的
・

国
際
的
考
察
は
、
す
べ
て
そ
の
射
程
の
な
か
に
あ
る
。

朝
鮮
の
中
華
思
想
に
あ
る
歴
史
認
識
に
は
、
反
日
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
も
底
流
し
て
い
る
。
北
朝
鮮
は
、
任
那
日
本
府
論
争
に
み
る
よ
う

に
、
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
日
本
の
存
在
を
す
べ
て
否
定
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
一
九
六
三
年
朝
鮮
・
中
国
国
境
条
約
に

み
る
よ
う
に
、
朝
鮮
は
、
中
国
と
の
妥
協
、
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
中
国
の
存
在
を
受
け
入
れ
て
き
た
。
韓
国
も
、
そ
の
歴
史
認
識
に
お
い

て
同
調
し
て
き
た
が
、
現
在
、
そ
の
歴
史
認
識
は
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
国
威
認
識
の
構
図
に
お
い
て
独
自
の
状
況
を
形
成
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
そ
の
文
脈
で
竹
島
の
占
領
、
日
本
海
呼
称
の
拒
否
に
み
る
よ
う
に
、
そ
の
小
中
華
主
義
の
認
識
と
主
張
は
依
然
、
強
い
。
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（
1
） 

小
川
琢
治
『
支
那
歴
史
地
理
研
究
』
弘
文
堂
書
房
、
一
九
二
八
年
。

（
2
） 

青
山
定
雄
「
元
代
の
地
圖
に
つ
い
て
」
東
方
學
報
、
東
京
第
八
冊
、
一
九
三
八
年
。

　
　

青
山
定
雄
「
李
朝
に
於
け
る
二
三
の
朝
鮮
全
圖
に
つ
い
て
」
東
方
學
報
、
東
京
第
九
冊
、
一
九
三
九
年
。

　
　

張
保
雄
「
李
朝
初
期
、
一
五
世
紀
に
お
い
て
政
策
さ
れ
た
地
図
に
関
す
る
研
究
」
地
理
科
学
、
第
一
六
号
、
一
九
七
二
年
。

（
3
） 

廬
思
慎
・
金
旨
直
・
李

『
新
増
東
國
輿
地
勝
覧
五
五
巻
』
上
・
中
・
下
、
京
城
、
淵
上
書
店
、
一
九
〇
六
年
／
『
東
國
輿
地
勝
覧
』
四
冊
、

朝
鮮
群
諸
体
系
第
六
│
一
〇
輯
、
京
城
、
朝
鮮
古
書
刊
行
會
、
一
九
一
二
年
／
『
東
國
輿
地
勝
覧
』
／
『
新
増
東
國
輿
地
勝
覧
』
三
冊
、
京
城
、
朝

鮮
史
學
會
、
一
九
三
〇
年
／
索
引
二
冊
を
含
む
六
冊
、
ソ
ウ
ル
、
景
仁
文
化
社
。

　
　

末
松
保
和
編
『
東
國
輿
地
勝
覧
索
引
續
編
』
京
城
朝
鮮
総
督
府
中
樞
院
、
一
九
四
〇
年
／
科
学
院
古
典
研
究
室
編
『
新
増
東
國
輿
地
勝
索
引
』
平

壌
、
一
九
六
三
年
／
鄭
孝
恒
・
他
編
・
李
李

・
他
増
訂
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
六
年
。

（
4
） 

そ
こ
に
は
、
日
朝
交
流
の
成
果
が
反
映
さ
れ
て
い
た
。

　
　

中
村
栄
孝
『
日
鮮
關
係
史
の
研
究
』
上
・
中
・
下
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
〇
年
。

（
5
） 

風
水
は
、
中
国
古
代
思
想
に
発
し
、
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ニ
ー
ダ
ム
も
、『
中
國
の
科
學
と
文
明
』
一
九
〇
〇
│
九
五
年
、
第
二
巻
吉
川
忠
夫
・
他
訳

『
思
想
史
』
思
索
社
、
一
九
七
四
年
、
三
一
二
、
四
〇
一
│
五
、
四
二
一
、
四
三
四
頁
に
、
そ
の
意
義
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
地
理
的
特

質
に
発
し
、
天
・
地
・
生
・
人
系
統
の
整
体
有
機
循
環
を
視
点
に
、
大
地
活
体
の
理
念
に
立
脚
し
て
い
る
。
干
希
賢
・
干
桶
編
『
中
国
古
代
風
水
的

理
論
与
実
践

│
対
中
国
古
代
風
水
的
再
認
識
』
二
冊
、
北
京
、
光
明
日
報
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
の
記
述
は
的
確
で
あ
る
。
渡
邊
欣
雄
『
風
水
気

の
景
観
地
理
学
』
人
文
書
院
、
一
九
九
四
年
は
、
風
水
を
「
気
」
の
景
観
地
理
学
と
捉
え
、
地
人
相
関
論
に
立
っ
て
諸
相
を
描
き
出
し
て
い
る
。

　
　

さ
ら
に
、
以
下
を
み
よ
。

　
　

竹
島
卓
一
「
風
水
説
と
支
那
歴
代
の
帝
王
陵
」、
米
林
富
男
編
『
東
亞
學
』
第
二
輯
、
日
光
書
院
、
一
九
四
〇
年
。

　
　

三
浦
國
雄
『
中
国
人
の
ト
ポ
ス

│
洞
窟
・
風
水
・
壺
中
天
』
平
凡
社
、
一
九
八
八
年
／『
風
水

│
中
国
人
の
ト
ポ
ス
』
平
凡
社
、
一
九
九
五
年
。

　
　

三
浦
國
雄
『
風
水
・
暦
・
陰
陽
師

│
中
国
文
化
の
辺
縁
と
し
て
の
沖
縄
』
榕
樹
書
林
、
二
〇
〇
五
年
。

　
　

三
浦
國
雄
『
風
水
講
義
』
文
春
新
書
、
文
藝
春
秋
、
二
〇
〇
六
年
。
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渡
邊
欣
雄
『
風
水
思
想
と
東
ア
ジ
ア
』
人
文
書
院
、
一
九
九
〇
年
。

　
　

渡
邊
欣
雄
・
三
浦
國
雄
編
『
風
水
論
集
』
環
中
国
海
の
民
俗
と
文
化
第
四
巻
、
凱
風
社
、
一
九
九
四
年

│
中
国
の
み
な
ら
ず
、
韓
国
、
琉
球
の

み
な
ら
ず
、
イ
ン
ド
シ
ナ
の
ヤ
オ
族
、
バ
リ
人
の
風
水
事
例
を
分
析
し
て
い
る
。

　
　

李
人
『
風
水
辞
林
秘
解
』
台
北
、
泉
源
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
。

　
　

李
夢
日
『
韓
国
風
水
思
想
史

│
時
代
別
風
水
思
想
の
特
性
』
ソ
ウ
ル
、
明
寶
文
化
社
、
一
九
九
一
年
。

　
　

坂
出
祥
伸
『
中
国
古
代
の
占
法

│
技
術
と
呪
術
の
周
辺
』
研
文
出
版
、
一
九
九
一
年
。

　
　

妙
摩
・
慧
度
『
中
国
風
水
術
』
北
京
、
中
国
文
聯
出
版
公
司
、
一
九
九
三
年
。

　
　

詹
石
窗
『
道
教
風
水
學
』
台
北
、
文
津
出
版
社
、
一
九
九
四
年
。

　
　

牧
尾
良
海
『
風
水
思
想
論
考
』
山
喜
房
佛
書
林
、
一
九
九
四
年
。

　
　

辛
侊
柱
『
正
統
風
水
地
理
學
原
点

│
風
水
學
教
科
書
』
三
卷
、
ソ
ウ
ル
、
明
堂
出
版
社
、
一
九
九
四
年
。

　
　

何
暁
昕
、
宮
崎
順
子
訳
『
風
水
探
源

│
中
国
風
水
の
歴
史
と
実
際
』
人
文
書
院
、
一
九
九
五
年
。

　
　

月
清
円
訳
『
原
書
地
理
風
水
』
基
礎
篇
・
応
用
篇
、
鴨
書
店
、
一
九
九
五
年
。

　
　

Ｊ
・
Ｊ
・
Ｍ
・
デ
・
ホ
ロ
ー
ト
、
牧
尾
良
雄
訳
『
風
水

│
地
霊
人
傑
の
思
想
』
大
正
大
学
出
版
部
、
一
九
七
七
年
／
『
中
国
の
風
水
思
想

│
古

代
地
相
術
の
バ
ラ
ー
ド
』
第
一
書
房
、
一
九
八
六
年
。

　
　

小
林
祥
晃
『
風
水
の
奥
義
』
廣
済
堂
、
一
九
九
五
年
。

　
　

崔
昌
祚
、
金
在
浩
・
渋
谷
鎮
明
訳
『
韓
国
の
風
水
思
想
』
人
文
書
院
、
一
九
九
七
年
。

　
　

崔
昌
祚
、
熊
谷
治
訳
『
風
水
地
理
入
門
』
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
九
年
。

　
　

リ
リ
ア
ン
・
ト
ゥ
ー
、
小
林
祥
晃
監
訳
『
図
説
風
水
大
全
』
東
洋
書
林
、
一
九
九
八
年
。

　
　

千
田
稔
編
『
風
水
・
精
神
・
哲
学
』
古
今
書
院
、
一
九
九
八
年
。

　
　

黄
永
融
『
風
水
都
市

│
歴
史
都
市
の
空
間
構
成
』
学
芸
出
版
社
、
一
九
九
九
年
。

　
　

一
丁
・
雨
露
・
洪
涌
編
『
中
国
古
代
風
水
与
建
筑
選
祉
』
石
家
庄
、
河
北
科
学
技
術
出
版
社
、
一
九
九
六
年
／
台
北
、
藝
術
家
出
版
社
、

七
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一
九
九
九
年
。

　
　

聶
莉
莉
・
韓
敏
・
曽
士
才
、
西
沢
治
彦
編
『
大
地
は
生
き
て
い
る

│
中
国
風
水
の
思
想
と
実
践
』
て
ら
い
ん
く
、
二
〇
〇
〇
年
。

　
　

加
納
喜
光
『
風
水
と
身
体

│
中
国
古
代
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
』
大
修
館
書
店
、
二
〇
〇
一
年
。

　
　

渡
邊
欣
也
『
風
水
の
社
会
人
類
学

│
中
国
と
そ
の
周
辺
比
較
』
風
響
社
、
二
〇
〇
一
年
。

　
　

漢
寶
徳
『
風
水
與
環
境
』
天
津
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
。

　
　

邵
偉
華
『
中
國
風
水
全
書
』
拉
薩
、
西
藏
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
。

　
　

水
口
拓
寿
『
風
水
思
想
を
儒
学
す
る
』
風
響
社
、
二
〇
〇
七
年
。

　
　

金
基
徳
「
韓
国
の
風
水
思
想
」、
賈
鍾
壽
編
訳
『
韓
国
伝
統
文
化
論
』
大
学
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
。

（
6
） 

朝
倉
敏
夫
「
韓
国
の
風
水
研
究

│
そ
の
回
顧
と
展
望
」、
武
田
旦
編
『
民
俗
学
の
進
展
と
課
題
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
〇
年
。

　
　

野
崎
充
彦
『
韓
国
の
風
水
師
た
ち

│
今
よ
み
が
え
る
龍
脈
』
人
文
書
院
、
一
九
九
四
年
。

　
　

日
本
の
朝
鮮
統
治
に
お
い
て
朝
鮮
の
風
水
研
究
が
行
わ
れ
た
。

　
　

村
山
智
順
『
朝
鮮
の
風
水
』
京
城
、
朝
鮮
總
督
府
、
一
九
三
一
年
／
ソ
ウ
ル
、
圓
光
大
學
民
俗
學
研
究
所
、
一
九
七
一
年
／
ソ
ウ
ル
、
學
文
閣
、

一
九
七
二
年
／
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
二
年
／
崔
吉
城
訳
、
ソ
ウ
ル
、
民
音
社
、
一
九
九
〇
年
／
龍
渓
書
舎
、
二
〇
〇
三
年
／
ソ
ウ
ル
。
景
仁
文
化

社
、
二
〇
〇
五
年
。

（
7
） 

李
重
煥
『
擇
里
志
』
星
湖
李
瀷
、
一
七
五
一
年
／
金
藤
真
鋤
和
解
『
朝
鮮
八
城
誌　

全
』
漢
城
、
日
就
社
、
一
八
八
一
年
／
崔
南
善
編
『
擇
里

志
』、
京
城
、
朝
鮮
光
文
會
、
一
九
一
二
年
／
朝
鮮
研
究
會
『
東
國
山
水
録
』、『
朝
鮮
博
物
誌
』
京
城
、
青
柳
綱
太
郎
、
一
九
一
四
年
／
清
水
鍵
吉

訳
『
八
城
誌
』
自
由
討
究
社
、
一
九
二
一
年
／
李
翼
成
訳
『
擇
里
志
』
ソ
ウ
ル
、
乙
酉
文
化
社
、
一
九
七
一
年
／
『
李
重
煥　

擇
里
志
』
ソ
ウ
ル
、

ハ
ン
ギ
ル
社
、
一
九
九
〇
年
／
李
泳
澤
訳
『
擇
里
志
』
ソ
ウ
ル
、
三
中
堂
、
一
九
七
五
年
／
梶
井
陟
訳
、
成
甲
書
房
、
一
九
八
三
年
／
許
敬
震
訳

『
擇
里
志
』
ソ
ウ
ル
、
漢
陽
出
版
社
、
一
九
九
六
年
／
『
択
里
志

│
近
世
朝
鮮
の
地
理
書
』
東
洋
文
庫
、
平
凡
社
、
二
〇
〇
六
年
。

　
　

韓
沽
欣
『
星
湖
李
瀷
研
究
』
ソ
ウ
ル
、
ソ
ウ
ル
大
学
校
出
版
部
、
一
九
八
三
年
。

　
　

小
石
晶
子
「
李
重
煥
と
『
擇
里
志
』」
朝
鮮
学
報
、
第
一
一
五
輯
、
一
九
八
五
年
。

七
九



政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
三
年
六
月
）

（
八
〇
）

　
　

朴
光
用
「
李
重
煥
の
政
治
的
一
と
『
擇
里
志
』
著
述
」
震
檀
學
報
、
第
六
九
輯
、
一
九
九
〇
年
。

（
8
） 

李
重
煥
『
択
里
志

│
近
世
朝
鮮
の
地
理
書
』
東
洋
文
庫
、
平
凡
社
、
二
〇
〇
六
年
、
一
三
│
一
六
頁
。

（
9
） 
金
正
浩
『
大
東
輿
地
圖
』
京
城
、
京
城
帝
國
大
学
文
學
部
、
一
九
三
六
年
／
『
大
東
地
志
』
ソ
ウ
ル
、
漢
陽
大
學
附
設
國
學
研
究
院
／
亞
細
亞

文
化
社
、
一
九
七
六
年
。

　
　

金
正
浩
『
輿
圖
備
志
』
三
冊
、
ソ
ウ
ル
、
韓
國
人
文
科
學
院
、
一
九
九
一
年
。

　
　

金
正
浩
『
東
輿
圖
』
二
冊
、
ソ
ウ
ル
大
學
校
奎
章
閣
、
二
〇
〇
三
年
。

　
　

楊
普
景
・
渋
谷
鎮
明
「
日
本
に
所
蔵
さ
れ
る
一
九
世
紀
朝
鮮
全
図
に
関
す
る
書
誌
学
的
研
究

│
『
大
東
輿
地
全
図
』
お
よ
び
関
連
地
図
を
中
心

に
」
歴
史
地
理
学
、
第
四
五
巻
第
四
号
、
二
〇
〇
三
年
。

　
　
「
地
図
の
上
に
路
を
作
っ
た　

金
正
浩
（
キ
ム
・
チ
ョ
ン
補
）
の
大
東
輿
地
図
」koreana

、
巻
号
二
〇
〇
六
、
二
〇
〇
六
年
。

3　

領
土
の
歴
史
論
争

1　

朝
鮮
半
島
を
め
ぐ
る
歴
史
論
争

二
〇
〇
四
年
七
月
日
中
国
蘇
州
で
開
催
さ
れ
た
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
世
界
遺
産
委
員
会
で
、
北
朝
鮮
の
平
壌
と
南
浦
、
及
び
中
国

東
北
の
高
句
麗
古
墳
群
が
同
時
に
世
界
遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ
た
。
新
華
社
は
、
こ
の
中
国
古
墳
群
の
存
在
に
関
し
て
、
七
月
二
日
「
高

句
麗
は
歴
代
中
国
王
朝
と
隷
属
関
係
を
含
む
、
王
朝
の
制
約
と
管
轄
を
受
け
た
地
方
政
権
で
あ
っ
た
」
と
報
じ
、
さ
ら
に
「
強
固
な
山
城
、

雄
壮
な
陵
墓
、
煌
び
や
か
な
古
墳
壁
画
は
、
中
国
文
化
の
重
要
な
構
成
部
分
と
な
っ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。
人
民
日
報
も
、
二
〇
日
「
高

句
麗
は
漢
・
唐
時
代
に
中
国
東
北
に
あ
っ
た
少
数
民
族
の
政
権
で
あ
っ
た
」
と
報
じ
た
。
北
朝
鮮
は
、
こ
の
認
識
を
受
け
入
れ
た
。
こ
の

報
道
の
朝
鮮
半
島
の
三
国
時
代
に
お
け
る
北
朝
鮮
の
高
句
麗
に
関
す
る
指
摘
に
、
百
済
と
新
羅
が
存
在
し
て
い
た
と
こ
ろ
の
韓
国
が
反
発

八
〇
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し
た
。
そ
れ
は
、
朝
鮮
民
族
の
ル
ー
ツ
に
か
か
わ
る
根
源
的
な
問
題
に
関
わ
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
日
本
の
関
心
の
一
つ
も
そ
こ
に

あ
っ
た
。

高
句
麗
は
、
韓
国
史
書
『
三
国
史
記
』
の
「
高
句
麗
本
紀
」
に
、
始
祖
東
明
王
が
紀
元
前
三
七
年
に
卒
本
川
に
都
を
創
り
、
国
号
を
高

句
麗
と
称
し
、
そ
の
卒
本
川
は
現
在
の
中
国
陵
寧
省
丹
東
で
あ
っ
た
（
1
）

。
高
句
麗
は
、
四
二
七
年
平
壌
に
遷
都
し
、
五
世
紀
に
は
中
国
東
北

に
も
跨
る
最
大
の
国
土
を
誇
り
、
中
国
の
国
家
、
及
び
朝
鮮
半
島
中
南
部
に
出
現
し
た
新
羅
及
び
百
済
と
覇
権
を
争
っ
た
。
韓
国
の
歴
史

教
科
書
『
国
史
』（
二
〇
〇
四
年
）
に
、
以
下
の
通
り
、
記
述
さ
れ
て
い
る
。

「
引
き
続
く
対
外
膨
張
に
よ
っ
て
、
高
句
麗
は
、
東
北
ア
ジ
ア
の
覇
者
と
し
て
君
臨
し
た
。
高
句
麗
は
、
満
州
と
韓
半
島
に
か
け
て
広

大
な
領
土
を
占
め
、
政
治
制
度
が
完
備
し
た
大
帝
国
を
形
成
し
、
中
国
と
対
等
な
地
位
で
、
力
を
争
っ
た
。」

ま
た
、『
三
国
史
記

│
高
句
麗
本
紀
』
に
は
、
以
下
の
記
述
が
あ
る
。

「
楊
帝
は
、
近
習
の
重
臣
に
「
高
句
麗
は
異
民
族
の
小
国
で
あ
る
の
に
、
上
国
を
侮
辱
し
て
い
る
。
い
ま
（
隋
の
方
は
）
海
を
抜
き
山
を

移
し
て
な
お
余
力
が
あ
る
と
思
う
ほ
ど
で
あ
る
。
ま
し
て
こ
の
異
民
族
な
ど
問
題
に
す
る
に
足
だ
ろ
う
か
」
と
い
っ
た
（
2
）

。」

「
楊
帝
は
（
高
句
麗
）
王
に
入
朝
す
る
よ
う
求
め
た
が
、
王
は
こ
の
勅
命
に
従
わ
な
か
っ
た
。（
そ
こ
で
楊
帝
は
）
将
軍
た
ち
に
勅
命
を
出

し
て
、
再
び
後
退
挙
（
討
伐
）
を
は
か
る
よ
う
命
じ
た
が
、
つ
い
に
実
行
さ
れ
な
か
っ
た
（
3
）

。」

高
句
麗
は
、
六
六
八
年
唐
と
新
羅
の
連
合
軍
に
よ
っ
て
滅
亡
し
た
。
高
句
麗
は
進
ん
だ
鉄
器
文
化
と
騎
馬
軍
団
を
有
す
る
軍
事
国
家
で
、

そ
の
古
墳
の
壁
画
文
化
は
評
価
が
高
く
、
そ
の
北
朝
鮮
遺
跡
の
壁
画
に
描
か
れ
る
高
句
麗
人
の
貴
人
の
姿
は
、
奈
良
明
日
香
村
の
高
松
塚

古
墳
の
壁
画
と
の
比
較
に
お
い
て
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
五
〜
七
世
紀
に
、
高
句
麗
と
日
本
と
の
交
流
が
あ
っ
た
こ

と
を
証
拠
づ
け
て
い
る
。
こ
の
高
句
麗
は
、
部
族
社
会
を
統
合
し
て
王
が
支
配
し
た
国
家
で
あ
り
、
律
令
制
度
や
法
律
体
系
、
さ
ら
に
古

八
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墳
壁
画
の
文
化
に
お
い
て
、
独
自
の
存
在
を
誇
っ
た
（
4
）

。
中
国
社
会
科
学
院
で
は
、
一
九
九
六
年
に
「
東
北
辺
境
歴
史
と
現
状
の
系
列
研
究

工
程
」（
略
称
、
東
北
工
程
）
が
着
手
さ
れ
、
そ
の
壮
大
な
研
究
に
対
し
て
（
5
）

、
韓
国
は
強
く
反
発
し
た
。
そ
し
て
、
論
争
と
な
り
（
6
）

、
韓
国
政

府
は
二
〇
〇
四
年
春
、
高
句
麗
研
究
を
目
的
と
す
る
高
句
麗
研
究
財
団
を
設
立
し
、
研
究
は
大
き
く
進
み
、
高
句
麗
研
究
会
報
告
『
高
句

麗
正
体
性
』（
二
〇
〇
四
年
）、『
韓
国
学
界
の
東
北
工
程
対
応
論
理
』（
二
〇
〇
七
年
）
が
刊
行
さ
れ
た
（
7
）

。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
六
年
九
月
東
北

亜
歴
史
財
団
が
創
設
さ
れ
、
本
格
的
な
研
究
に
入
っ
た
（
8
）

。

2　

渤
海
史
論
争

渤
海
は
、
六
九
八
年
か
ら
九
二
六
年
に
か
け
、
中
国
東
北
か
ら
朝
鮮
半
島
北
部
、
そ
し
て
ロ
シ
ア
の
沿
海
地
方
に
か
け
て
存
在
し
た
国

家
で
、
唐
、
新
羅
、
日
本
と
の
通
交
の
要
所
に
あ
っ
た
。『
新
唐
書
』
に
よ
れ
ば
、
本
来
、
粟
末
靺
鞨
で
、
高
句
麗
に
従
っ
て
い
た
。
渤

海
は
、
遼
東
半
島
と
山
東
半
島
の
内
側
に
あ
っ
て
、
黄
河
が
注
ぎ
込
む
湾
状
の
海
域
を
指
す
が
、
初
代
国
王
大
祚
栄
が
河
北
省
渤
海
郡
の

郡
王
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
で
、
そ
の
国
の
国
号
と
な
っ
た
。
六
九
〇
年
即
位
の
武
則
天
は
遼
寧
に
共
生
移
住
さ
せ
ら
れ
て
い
た
契
丹
の
暴

動
に
乗
じ
て
、
粟
末
靺
鞨
人
が
高
句
麗
の
残
党
と
と
も
に
、
高
句
麗
の
故
地
に
進
出
し
、
東
牟
山
（
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
敦
化
市
）
に
震
国

を
樹
立
し
、
七
一
三
年
大
祚
栄
が
唐
に
入
朝
し
、
渤
海
郡
王
に
冊
封
さ
れ
、
そ
の
後
、
同
国
は
著
し
い
軍
事
膨
張
を
続
け
た
。

日
本
で
は
、
渤
海
史
の
主
題
は
、
交
流
史
と
し
て
注
目
さ
れ
て
お
り
、
考
古
学
研
究
を
通
じ
て
満
州
史
に
お
け
る
歴
史
認
識
の
主
題
を

形
成
し
て
き
た
。
そ
う
し
た
渤
海
史
研
究
の
な
か
、
北
朝
鮮
で
は
、
渤
海
を
高
句
麗
を
継
承
す
る
国
家
と
し
て
位
置
づ
け
、
渤
海
史
を
新

羅
史
と
対
置
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
韓
国
で
は
、
渤
海
史
を
南
北
国
時
代
の
北
国
史
と
し
て
、
韓
国
史
に
組
み
入
れ
た
。
但
し
、
李
煕

範
『
中
世
東
北
亞
細
亞
史
研
究
』
は
、
渤
海
を
高
句
麗
の
遺
民
に
よ
っ
て
建
国
さ
れ
た
高
句
麗
の
復
興
国
と
し
つ
つ
も
、
そ
れ
を
韓
国
の

体
系
史
に
組
み
入
れ
る
の
は
慎
重
で
あ
っ
た
（
9
）

。

八
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こ
こ
で
も
ま
た
、
近
年
、
渤
海
の
歴
史
的
地
位
を
め
ぐ
っ
て
、
渤
海
国
を
朝
鮮
民
族
の
王
朝
と
見
做
す
か
、
中
国
の
少
数
民
族
に
よ
る

地
方
政
権
と
見
做
す
か
を
も
っ
て
、
韓
国
及
び
北
朝
鮮
と
中
国
の
間
で
歴
史
論
争
と
な
っ
た
。
そ
れ
を
提
起
し
た
の
は
、
中
国
の
東
北
工

程
の
歴
史
観
で
、
高
句
麗
を
継
承
し
て
成
立
し
た
渤
海
は
、
新
羅
と
対
立
し
南
北
時
代
を
形
成
し
た
朝
鮮
史
観
に
対
し
、
高
句
麗
と
同
様

に
中
国
の
中
原
国
家
の
冊
封
関
係
に
あ
る
地
方
政
権
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
い
る
（
10
）

。
日
本
で
は
、
渤
海
を
靺
鞨
人
と
高
麗
の
遺
民
の
国
家
で

あ
る
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
（
11
）

。

そ
の
東
北
工
程
は
、
鳥
山
喜
一
の
渤
海
定
説
に
直
接
に
挑
戦
し
た
。
二
〇
一
一
年
の
東
北
亜
歴
史
財
団
の
報
告
『
渤
海
對
外
關
係
史
資

料
集
成
』
は
、
渤
海
国
の
没
落
期
に
お
け
る
唐
・
新
羅
・
渤
海
交
渉
と
対
立
、
渤
海
遺
民
と
高
麗
関
係
な
ど
を
論
じ
て
、
渤
海
の
国
家
存

在
を
明
ら
か
に
し
た
（
12
）

。

3　

東
北
工
程
論
争

高
句
麗
史
・
渤
海
史
研
究
の
基
礎
を
築
い
た
の
は
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
の
東
京
支
社
に
設
置
さ
れ
た
満
鮮
歴
史
地
理
調
査
部
で
、
そ

の
事
業
は
、
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
に
移
管
し
て
実
施
し
た
、
白
鳥
庫
吉
・
箭
内
亙
・
松
井
等
・
稲
葉
岩
吉
ら
は
、
高
句
麗
人
・
渤
海

人
は
北
方
ツ
ン
グ
ー
ス
民
族
、
今
日
の
韓
族
で
な
い
と
認
識
し
、
朝
鮮
古
代
史
の
中
心
は
新
羅
で
あ
る
と
し
た
。
そ
れ
で
、
朝
鮮
総
督
府

の
朝
鮮
史
編
纂
事
業
に
よ
る
刊
行
の
『
朝
鮮
史
』
に
は
、
渤
海
に
関
す
る
記
述
は
な
か
っ
た
。

中
国
の
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
一
九
九
七
年
に
中
国
社
会
科
学
院
中
国
辺
疆
地
史
研
究
中
心
を
母
体
に
東
北
工
程
が
着
手
さ
れ
、

二
〇
〇
〇
年
以
降
、
そ
の
成
果
が
公
表
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
そ
の
主
要
成
果
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。

馬
大
正
「
発
展
中
国
辺
疆
史
地
研
究
几
点
思
考
」
中
国
辺
疆
史
地
研
究
、
一
九
八
八
年
第
四
期
。

馬
大
正
「
中
国
古
代
辺
疆
政
策
研
究
綜
述
」
上
・
下
、
中
国
辺
疆
史
地
研
究
、
一
九
八
九
年
第
三
期
、
一
九
八
九
年
第
四
期
。
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馬
大
正
主
編
『
中
国
東
北
辺
疆
研
究
』
東
北
邊
疆
研
究
、
北
京
、
中
國
社
会
科
學
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
。

馬
大
正
・
李
大
龍
・
耿
哲
華
・
漢
赫
秀　
「
古
代
中
国
高
句
麗
歴
史
続
論
」
東
北
邊
疆
研
究
、
北
京
、
中
國
社
会
科
學
出
版
社
、

二
〇
〇
三
年
。

耿
哲
華
『
好
太
王
碑
一
千
五
百
八
十
年
祭
』
東
北
邊
疆
研
究
、
北
京
、
中
國
社
会
科
學
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
。

李
大
龍
『
漢
唐
藩
属
体
制
研
究
』
東
北
邊
疆
研
究
、
北
京
、
中
國
社
会
科
學
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
。

張
碧
波
「
高
句
麗
研
究
中
的
誤
区
」
中
国
辺
疆
史
地
研
究
、
一
九
九
九
年
第
三
期
。

李
徳
山
「
東
北
辺
疆
和
朝
鮮
半
島
古
代
国
族
研
究
」
中
国
辺
疆
史
地
研
究
、
二
〇
〇
一
年
第
四
期
。

李
徳
山
・

凡
『
中
国
東
北
古
民
族
発
展
史
』
東
北
邊
疆
研
究
、
北
京
、
中
國
社
会
科
學
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
。

刁
書
仁
「
論
明
前
記
幹

里
女
真
与
明
、
朝
鮮
的
関
係

│
兼
論
女
真
対
朝
鮮
向
図
們
江
流
域
拓
展
疆
域
的
抵
与
闘
争
」
中
国
辺
疆
史

地
研
究
、
第
一
二
巻
第
一
期
、
二
〇
〇
二
年
。

王
暁
菊
『
俄
國
東
部
移
民
開
発
問
題
研
究
』
東
北
邊
疆
研
究
、
北
京
、
中
國
社
会
科
學
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
。

張
鳳
鳴
『
中
国
東
北
与
俄
國
』
東
北
邊
疆
研
究
、
北
京
、
中
國
社
会
科
學
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
。

李
国
強
「〝
東
北
工
程
〞
与
中
国
東
北
史
的
研
究
」
中
国
辺
疆
史
地
研
究
、
第
一
四
巻
第
四
期
、
二
〇
〇
四
年
。

利
淑
英
・
耿
哲
華
「
兩
漢
時
期
高
句
麗
的
封
国
地
位
」
中
国
辺
疆
史
地
研
究
、
第
一
四
巻
第
四
期
、
二
〇
〇
四
年
。

楊
郡
『
高
句
麗
民
族
与
国
家
的
形
成
和
演
変
』
東
北
邊
疆
研
究
、
北
京
、
中
國
社
会
科
學
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
。

郝
慶
雲
『
渤
海
国
史
』
東
北
邊
疆
研
究
、
北
京
、
中
國
社
会
科
學
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
。

馬
大
正
編
『
中
国
東
北
辺
疆
研
究
』
は
そ
の
集
大
成
で
、
所
収
の
姜
維
東
「
高
句
麗
研
究
的
若
干
問
題
」
は
、
白
鳥
庫
吉
の
「
箕
孤
は

八
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争
（
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野
）

（
八
五
）

朝
鮮
の
始
祖
に
非
ず
」（
一
九
一
〇
年
）
に
対
し
て
、
箕
孤
を
完
全
に
否
定
し
、
そ
れ
は
「
朝
鮮
と
中
国
の
悠
久
の
歴
史
的
淵
源
を
割
断
し

て
」
い
る
か
ら
で
あ
る
、
と
断
定
し
た
（
13
）

。
姜
維
東
は
、
さ
ら
に
、
白
鳥
庫
吉
の
一
八
九
四
年
以
降
の
「
檀
君
考
」、「
朝
鮮
古
伝
説
考
」、

「
朝
鮮
古
代
地
名
考
」、「
朝
鮮
古
代
王
号
考
」、「
高
句
麗
の
名
称
に
就
き
て
の
考
」
な
ど
滿
鮮
史
研
究
に
対
し
て
、「
朝
鮮
と
中
国
の
歴
史

的
・
文
化
的
関
係
を
過
小
評
価
し
、
古
朝
鮮
と
満
州
・
蒙
古
と
の
関
係
を
粉
飾
し
、
努
め
て
朝
鮮
人
の
民
族
意
識
を
宣
伝
強
調
し
、「
韓

国
の
独
立
」
と
「
満
州
の
中
立
地
区
化
論
」
を
主
張
し
た
」
と
論
断
し
た
。
こ
の
指
摘
は
、
歴
史
に
対
す
る
妄
言
と
い
う
ほ
か
は
な
か
ろ

う
。
こ
の
白
鳥
庫
吉
の
業
績
を
集
成
し
た
『
滿
鮮
史
研
究
』
は
、
漢
民
族
中
心
の
中
国
史
に
対
し
て
、
満
州
・
朝
鮮
に
お
け
る
異
民
族
支

配
が
事
実
で
あ
っ
た
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
意
味
で
は
、
こ
の
地
域
の
主
体
性
を
確
認
し
、
中
国
東
北
史
・
朝
鮮
史
に
新
天
地
を
開
拓
し

た
意
義
が
あ
っ
た
（
14
）

。
そ
こ
で
は
、
日
鮮
満
同
源
論
も
批
判
さ
れ
た
（
15
）

。

東
北
工
程
は
、
高
句
麗
と
渤
海
を
中
国
の
地
方
政
権
と
し
て
扱
い
、
遼
寧
省
庄
河
県
の
高
句
麗
城
入
口
の
石
碑
に
あ
る
「
國
利
民
族
是

中
國
古
代
華
夏
民
族
大
過
程
的
一
圓
」、「
高
句
麗
政
権
是
中
國
東
北
少
数
民
族
地
方
政
権
」
の
碑
文
を
も
っ
て
、『
中
国
東
北
史
』
は
、

東
北
工
程
の
研
究
成
果
を
集
成
し
た
も
の
と
し
て
評
価
し
、
蒋
韮
韮
・
王
小
甫
・
他
『
中
韓
関
係
史
』（
一
九
九
八
年
）
に
お
け
る
高
句
麗

を
中
国
王
朝
に
対
応
す
る
こ
れ
ま
で
の
朝
鮮
史
の
王
朝
記
述
は
拒
否
さ
れ
（
16
）

、
孫
進
己
ら
の
東
北
工
程
グ
ル
ー
プ
が
「
高
句
麗
は
歴
代
中
国

王
朝
と
隷
属
の
関
係
に
あ
り
、
中
原
王
朝
の
管
轄
に
あ
っ
た
地
方
政
権
」
と
す
る
公
式
見
解
を
も
っ
て
全
面
的
に
修
正
・
変
更
し
、
そ
こ

で
は
、
中
国
東
北
史
は
新
し
い
次
元
の
記
述
と
な
り
（
17
）

、
そ
れ
は
渤
海
史
論
争
に
も
発
展
し
た
（
18
）

。

そ
の
論
争
を
め
ぐ
る
韓
国
報
道
は
、
以
下
の
経
過
を
辿
っ
た
。

「
中
国
、「
政
府
樹
立
前
」
韓
国
を
Ｈ
Ｐ
か
ら
削
除
」
朝
鮮
日
報
、
二
〇
〇
四
年
九
月
一
七
日
。

「
高
句
麗
史
、
い
つ
ま
で
中
国
に
引
き
ず
ら
れ
る
の
か
」
朝
鮮
日
報
、
二
〇
〇
四
年
九
月
一
七
日
。

八
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「【
高
句
麗
史
歪
曲
】
中
国
、「
五
項
目
の
高
等
了
解
」
順
守
確
認
」
朝
鮮
日
報
、
二
〇
〇
四
年
九
月
二
一
日
。

「
中
国
遼
寧
省
の
石
碑
「
高
句
麗
は
中
華
民
族
」」
朝
鮮
日
報
、
二
〇
〇
五
年
一
二
月
一
三
日
。

「
中
国
の
大
学
教
材
も
高
句
麗
・
扶
余
は
中
国
史
の
一
部
」
朝
鮮
日
報
、
二
〇
〇
六
年
八
月
九
日
。

「「
東
北
工
程
」
に
沈
黙
す
る
北
朝
鮮
」
朝
鮮
日
報
、
二
〇
〇
六
年
九
月
一
〇
日
。

「
東
北
工
程

│
百
済
・
新
羅
も
「
中
国
史
の
一
部
」
＝
中
国
社
会
科
学
院
」
朝
鮮
日
報
、
二
〇
〇
七
年
六
月
四
日
。

「
韓
国
古
代
史
研
究
の
争
点
と
韓
国
学
界
の
研
究
水
準
」
朝
鮮
日
報
、
二
〇
〇
七
年
八
月
二
〇
日
。

「
東
北
工
程

│
高
句
麗
史
の
歪
曲
や
め
な
い
中
国
政
府
」
上
・
下
、
朝
鮮
日
報
、
二
〇
一
一
年
九
月
一
九
日
。

こ
れ
に
対
す
る
韓
国
の
研
究
は
、
白
山
学
界
が
早
く
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
が
（
19
）

、
東
北
亜
歴
史
財
団
を
中
心
に
本
格
的
に
始
ま
っ
た
（
20
）

。

そ
し
て
、
韓
国
歴
史
教
科
書
に
高
句
麗
史
の
記
述
が
盛
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

4　

高
句
麗
論
争
の
争
点

以
下
、
高
句
麗
論
争
を
め
ぐ
る
中
国
、
韓
国
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
明
記
し
て
お
こ
う
。

高
句
麗
史
を
中
国
史
の
一
部
と
す
る
中
国
の
見
解

1
、
高
句
麗
は
、
中
国
の
中
原
王
朝
の
統
治
秩
序
の
な
か
で
建
設
さ
れ
た
。

高
句
麗
が
誕
生
し
た
地
域
は
、
紀
元
前
三
世
紀
に
は
燕
の
領
域
で
あ
り
、
秦
が
六
国
を
統
一
し
た
後
は
、
秦
の
遼
東
外
遨
に
属
し
た
。

漢
が
紀
元
前
一
〇
八
年
衛
満
朝
鮮
を
滅
亡
さ
せ
、
玄
莵
郡
を
設
置
し
た
時
点
で
は
、
高
句
麗
は
玄
莵
郡
高
句
麗
県
に
属
し
て
い
た
。
紀
元

前
三
七
年
に
高
句
麗
始
祖
朱
蒙
が
高
句
麗
の
五
部
を
統
一
し
て
お
り
、
朝
鮮
と
は
直
接
関
係
は
な
い
。

2
、
高
句
麗
は
独
立
国
家
で
は
な
く
、
中
国
の
中
央
王
朝
の
地
方
政
権
で
あ
る
。

八
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高
句
麗
の
始
祖
朱
蒙
の
建
国
以
前
の
高
句
麗
県
、
そ
れ
ま
で
東
漢
王
朝
に
臣
属
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
二
二
〇
年
か
ら
四
三
六
年

ま
で
の
高
句
麗
は
、
中
央
に
よ
り
高
句
麗
・
高
句
麗
汪
・
征
東
大
将
軍
・
営
輯
刺
史
・
樂
浪
郡
公
な
ど
の
官
職
を
授
与
さ
れ
、
朝
貢
関
係

に
あ
っ
た
。

3
、
高
句
麗
は
、
中
国
古
代
の
一
民
族
で
あ
る
。

高
句
麗
が
滅
亡
し
た
後
、
高
句
麗
の
末
裔
は
中
原
地
域
・
突
厥
・
渤
海
な
ど
に
吸
収
さ
れ
、
朝
鮮
半
島
の
大
同
以
南
の
一
部
高
麗
陣
は

新
羅
に
統
合
さ
れ
た
。
現
在
の
朝
鮮
民
族
は
、
古
代
の
三
韓
、
即
ち
新
羅
人
で
、
高
句
麗
の
末
裔
は
少
数
に
過
ぎ
な
い
。

4
、
隋
・
唐
と
高
句
麗
の
間
の
戦
争
は
、
中
国
の
国
内
戦
争
で
あ
る
。

高
句
麗
の
領
域
は
漢
民
族
が
支
配
し
て
い
た
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
隋
・
唐
の
高
句
麗
と
の
戦
争
は
中
国
民
族
内
部
の
統
一
戦
争
に

過
ぎ
な
い
。

5
、
王
氏
高
麗
は
高
句
麗
を
継
承
し
て
い
な
い
。

新
羅
の
将
軍
、
王
建
は
新
羅
を
滅
亡
さ
せ
て
高
麗
を
建
設
し
た
が
、
新
羅
の
金
氏
王
族
を
継
承
し
た
も
の
で
、
高
句
麗
の
高
氏
王
族
を

継
承
し
て
い
な
い
。
首
都
開
城
は
新
羅
の
旧
領
土
で
あ
り
、
高
句
麗
の
旧
領
土
で
は
な
い
。
王
氏
高
麗
は
、
新
羅
人
と
百
済
人
が
建
設
し

た
も
の
で
、
高
句
麗
の
末
裔
が
建
設
し
た
も
の
で
は
な
い
。
王
氏
高
麗
は
朝
鮮
の
歴
史
で
あ
り
、
高
句
麗
（
高
氏
高
麗
）
は
中
国
人
が
建

設
し
た
中
国
の
歴
史
で
あ
る
。

6
、
し
た
が
っ
て
、
朝
鮮
半
島
の
北
部
地
域
は
、
中
国
の
歴
史
に
属
す
る
。

朝
鮮
半
島
の
北
部
地
域
が
朝
鮮
民
族
の
居
住
地
と
な
っ
た
の
は
一
五
世
紀
以
後
の
こ
と
で
、
五
世
紀
に
高
句
麗
が
首
都
を
平
壌
に
移
し

て
も
、
高
句
麗
を
朝
鮮
の
歴
史
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
平
壌
遷
都
以
後
、
朝
鮮
の
歴
史
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
高

八
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句
麗
が
二
つ
の
国
に
分
か
れ
て
所
属
す
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
。
五
世
紀
以
後
の
高
句
麗
も
、
中
国
に
あ
っ
た
地
方
政
権
で
あ
っ
た
。

唐
は
、
大
同
江
以
南
の
地
域
を
、
新
羅
に
割
譲
し
た
。
遼
は
、
鴨
緑
江
の
東
側
の
女
真
領
土
を
、
高
麗
に
割
譲
し
た
。
明
は
、
図
門
江

（
豆
満
江
）
以
南
の
土
地
を
、
朝
鮮
に
割
譲
し
た
。
現
在
の
朝
鮮
国
境
北
部
は
、
朝
鮮
民
族
が
勢
力
を
拡
張
し
形
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

高
句
麗
史
を
中
国
史
で
は
な
い
と
す
る
韓
国
の
見
解

1
、
高
句
麗
は
一
貫
し
て
独
立
王
朝
を
形
成
し
て
き
た
。

高
句
麗
は
、
中
国
東
北
地
域
及
び
朝
鮮
半
島
北
部
か
ら
中
国
の
漢
民
族
を
消
滅
さ
せ
、
半
島
の
百
済
・
新
羅
両
王
朝
の
形
成
を
促
し
、

朝
鮮
民
族
の
形
成
に
与
っ
た
。

2
、
高
句
麗
は
、
中
国
中
原
王
朝
に
朝
貢
す
る
時
期
が
あ
り
、
官
職
も
授
与
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
前
近
代
の
外
交
的
儀
礼
に
過
ぎ
ず
、

他
方
、
高
句
麗
は
、
百
済
・
新
羅
・
倭
国
と
国
交
関
係
に
あ
り
、
高
句
麗
と
百
済
・
新
羅
の
存
在
と
は
本
質
的
に
区
別
が
な
い
。
高
句
麗

の
独
立
期
に
は
、
中
国
に
は
一
貫
し
て
中
央
政
府
の
よ
う
な
統
一
政
府
は
存
在
せ
ず
、
高
句
麗
は
地
方
政
権
で
は
な
い
。

3
、
高
句
麗
が
滅
亡
し
た
後
、
高
句
麗
の
末
裔
は
中
国
中
原
地
域
・
投
厥
・
渤
海
な
ど
に
吸
収
さ
れ
、
高
句
麗
人
の
一
部
が
唐
の
強
制

移
住
に
よ
っ
て
中
国
内
地
に
移
住
し
た
も
の
の
、
高
句
麗
の
故
地
に
残
さ
れ
た
高
句
麗
人
は
高
句
麗
の
復
興
運
動
を
行
い
、
そ
の
結
果
と

し
て
渤
海
国
が
建
設
さ
れ
た
。
彼
ら
高
句
麗
人
は
渤
海
と
新
羅
に
加
わ
り
、
渤
海
の
滅
亡
後
は
、
そ
の
大
多
数
が
高
麗
に
吸
収
さ
れ
、
現

在
の
朝
鮮
民
族
を
形
成
し
て
い
る
。

4
、
高
句
麗
が
独
立
国
家
で
あ
る
以
上
、
隋
・
唐
と
高
句
麗
の
間
の
戦
争
は
国
内
戦
争
で
は
な
く
、
国
内
戦
争
の
論
理
は
成
立
し
な
い
。

5
、
高
麗
が
高
句
麗
の
復
興
運
動
を
継
承
し
て
建
国
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
高
麗
王
朝
に
お
け
る
高
句
麗
の
継
承
意
識
は
明
確
で
、

国
名
を
高
麗
と
し
た
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
。

八
八



朝
鮮
半
島
の
領
土
論
争
（
浦
野
）

（
八
九
）

6
、
箕
子
朝
鮮
・
衛
満
朝
鮮
は
、
中
国
人
が
建
設
し
た
と
の
伝
承
で
、
朝
鮮
半
島
北
部
を
中
国
の
歴
史
と
す
る
主
張
は
成
立
し
な
い
。

殷
の
箕
子
東
来
説
で
あ
る
箕
子
朝
鮮
の
建
国
説
は
伝
承
に
過
ぎ
な
い
。
燕
の
衛
満
朝
鮮
も
中
国
の
歴
史
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
21
）

。

そ
の
争
点
で
あ
る
箕
子
朝
鮮
・
衛
満
朝
鮮
の
伝
説
が
実
際
、
ど
こ
ま
で
有
用
で
あ
る
か
は
議
論
が
残
る
。
議
論
の
底
辺
に
あ
る
の
は
、

現
在
の
鴨
緑
江
を
中
国
・
朝
鮮
国
境
と
す
る
現
実
の
追
認
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
中
国
は
、
高
句
麗
を
中
国
高
句
麗
と
い
い
、

こ
の
中
国
古
代
史
の
朝
鮮
古
代
史
へ
の
組
み
込
み
に
反
発
が
起
き
た
。
実
際
、
中
国
東
北
地
域
と
朝
鮮
半
島
に
流
入
し
た
中
国
人
が
深
く

関
わ
り
、
漢
四
郡
に
中
国
人
が
存
在
し
た
の
も
事
実
で
あ
る
が
、
遼
東
に
多
数
の
朝
鮮
人
が
居
住
し
て
い
た
の
も
事
実
で
あ
り
、
そ
れ
は

高
句
麗
の
旧
領
土
の
三
分
の
二
が
中
国
東
北
地
域
に
残
り
、
高
句
麗
の
歴
史
遺
跡
が
そ
こ
に
残
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

四
二
七
年
の
平
壌
遷
都
に
立
っ
て
檀
君
神
話
を
も
っ
て
す
る
建
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
が
発
揚
さ
れ
た
こ
と
で
、
そ
の
認
識
が
混
乱
し
、
論
争

と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
論
争
は
、
中
国
・
朝
鮮
国
境
の
確
認
に
ま
で
、
波
及
し
た
。
韓
国
は
、
朝
鮮
半
島
北
部
を
支
配
し
て
い
な
い

が
、
憲
法
上
は
そ
の
管
轄
地
域
と
さ
れ
て
お
り
、
自
国
の
国
家
存
在
の
確
認
に
か
か
わ
る
争
点
と
し
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
論
争
に
は
中
華
意
識
が
大
き
く
作
用
し
て
お
り
、
日
本
を
も
巻
き
込
ん
だ
論
争
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
古
代
日
本
は
、

朝
鮮
半
島
か
ら
稲
作
な
ど
先
進
文
化
を
学
び
発
展
さ
せ
て
き
た
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
定
説
も
覆
さ
れ
た
。
半
島
最
古
の
正
史
『
三
国
史

記
』
は
、
新
羅
を
建
設
し
た
の
は
、
倭
人
・
倭
種
で
あ
り
、
中
国
『
隋
書
』
に
も
、
新
羅
も
百
済
も
倭
国
を
文
化
大
国
と
し
て
教
仰
し
て

い
た
こ
と
は
明
記
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
韓
国
の
数
学
者
金
容
雲
は
少
な
く
と
も
列
島
と
半
島
は
不
分
離
で
あ
っ
た
が
、
百
済
の
滅
亡
で
双
方
は
分
離
し
、
日
本
は
、

そ
こ
か
ら
成
熟
し
、
日
本
語
と
朝
鮮
語
の
間
に
突
然
の
変
移
が
生
じ
、
音
韻
対
応
は
消
失
し
た
と
し
て
い
る
（
22
）

。

八
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5　

檀
君
神
話
論
争

こ
の
歴
史
論
争
の
遠
因
は
、
一
九
九
二
年
の
中
国
・
韓
国
の
国
交
樹
立
が
成
功
し
、
韓
国
で
は
、
分
断
さ
れ
た
社
会
主
義
の
北
朝
鮮
の

認
識
、
そ
し
て
北
朝
鮮
と
交
流
の
あ
っ
た
中
国
朝
鮮
族
へ
の
関
心
が
現
実
に
浮
上
し
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
し
て
、
民
族
の
聖
地
、
檀
君
建

国
神
話
の
檀
君
の
父
君
桓
雄
が
地
上
に
降
り
立
っ
た
民
族
発
祥
の
地
、
白
頭
山
へ
の
登
山
が
可
能
と
な
り
、
そ
の
白
頭
山
観
光
の
拠
点
と

な
っ
た
中
国
東
北
延
吉
市
及
び
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
と
の
民
族
的
・
文
化
的
・
経
済
的
交
流
が
深
ま
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
一
九
九
〇
年
代

を
通
じ
て
檀
君
神
話
が
韓
国
の
歴
史
認
識
の
な
か
に
定
着
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
韓
国
の
延
辺
観
光
客
は
、
こ
の
地
、
い
わ
ゆ
る
間
島
は

古
朝
鮮
で
、
高
句
麗
、
そ
し
て
そ
れ
を
継
い
だ
渤
海
の
領
土
と
し
て
わ
が
朝
鮮
民
族
の
舞
台
で
あ
る
と
の
認
識
を
深
め
、
朝
鮮
族
に
対
す

る
民
族
感
情
が
大
き
く
鼓
吹
さ
れ
た
。
そ
れ
は
民
族
問
題
と
し
て
の
間
島
問
題
の
再
浮
上
を
意
味
し
た
。

そ
こ
で
、
間
島
＝
古
朝
鮮
に
対
す
る
明
確
な
公
式
回
答
が
提
出
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
こ
の
認
識
を
確
認
し
た
の
は
、
馬
大
正
編

『
中
国
東
北
辺
疆
研
究
』
所
収
の
焦
潤
明
「
解
決
辺
界
争
議
的
法
理
原
則
」
で
、「
韓
国
が
我
が
国
領
土
に
対
す
る
領
土
的
野
心
を
さ
ら
に

露
骨
に
し
た
」
上
で
、
図
們
江
流
域
の
北
岸
を
間
島
と
し
、
長
白
山
（
白
頭
山
の
中
国
名
）
地
区
を
李
氏
朝
鮮
発
祥
の
地
で
あ
る
と
口
実
を

付
け
て
中
国
延
辺
地
区
を
歴
史
上
朝
鮮
の
領
域
で
あ
る
と
す
る
妄
言
を
提
出
し
た
、
と
論
断
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
い
わ
ゆ
る
北
方
領

土
論
と
し
て
、
以
下
の
韓
国
文
献
が
刊
行
さ
れ
た
。

申
基
碩
『
間
島
領
有
權
に
関
す
る
研
究
』
ソ
ウ
ル
、
探
求
堂
、
一
九
七
九
年
。

兪
政
甲
『
北
方
領
土
論

│
新
し
い
時
代
精
神
・
多
勿
精
神
』
ソ
ウ
ル
、
法
經
出
版
社
、
一
九
九
一
年
。

梁
泰
鎮
『
韓
國
國
境
史
研
究
』
ソ
ウ
ル
、
法
經
出
版
社
、
一
九
九
二
年
。

廬
啓
鉉
『
高
麗
領
土
史
』
ソ
ウ
ル
、
甲
寅
出
版
社
、
一
九
九
三
年
。

九
〇
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白
山
學
會
編
『
間
島
領
有
權
問
題
論
攷
』
ソ
ウ
ル
、
白
山
資
料
院
、
二
〇
〇
〇
年
。

そ
し
て
、
檀
君
神
話
研
究
も
取
り
組
ま
れ
た
（
23
）

。

焦
潤
明
の
か
か
る
指
摘
は
、
以
上
の
著
者
が
歴
史
教
科
書
の
改
修
を
要
求
し
、
中
国
東
北
部
を
「
韓
国
の
歴
史
的
疆
域
の
版
図
」
を
申

し
立
て
、
古
代
史
研
究
に
混
乱
を
引
き
起
こ
し
た
こ
と
へ
の
批
判
に
あ
っ
た
。
彼
が
、
そ
こ
で
指
摘
し
た
誤
謬
六
点
は
、
以
下
に
あ
る
（
24
）

。

1
、
い
わ
ゆ
る
「
朝
鮮
古
類
型
人
」
を
現
代
朝
鮮
人
の
直
接
の
祖
先
と
し
て
い
る
。

2
、 「
古
朝
鮮
（
箕
氏
朝
鮮
）」、
高
句
麗
の
「
朝
鮮
古
類
型
人
」
の
国
内
建
設
を
朝
鮮
王
朝
と
し
、
そ
の
領
土
を
現
代
朝
鮮
領
土
と
し
て

い
る
。

3
、
戦
國
時
期
か
ら
隋
唐
時
期
、
中
国
は
朝
鮮
を
侵
略
し
、
朝
鮮
国
土
に
覇
権
を
行
使
し
た
。

4
、
渤
海
国
は
高
句
麗
の
直
接
の
後
継
国
で
、
朝
鮮
史
は
、
南
北
王
朝
を
形
成
し
た
。

5
、
唐
は
渤
海
に
対
す
る
侵
略
者
で
、
清
朝
ま
で
、
中
国
歴
代
王
朝
は
朝
鮮
に
対
す
る
侵
略
者
で
あ
っ
た
。

6
、
図
們
江
流
域
北
岸
「
間
島
」
の
長
白
山
地
区
は
李
氏
朝
鮮
の
発
祥
地
で
あ
っ
て
、
延
辺
地
区
は
朝
鮮
領
土
と
し
て
い
る
。

そ
の
韓
国
の
歴
史
認
識
が
、
中
国
朝
鮮
族
に
拡
大
す
る
こ
と
で
、
中
国
と
し
て
は
、
内
政
問
題
が
噴
出
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
そ
れ

は
、
後
述
す
る
間
島
問
題
の
再
浮
上
と
な
り
、
加
え
て
、
一
九
九
三
年
平
壌
近
郊
、
江
東
郡
江
東
大
朴
山
の
檀
君
陵
か
ら
檀
君
夫
妻
の
遺

骨
が
発
見
さ
れ
た
と
の
報
道
で
（
25
）

、
南
・
北
朝
鮮
で
檀
君
神
話
に
呼
応
す
る
動
き
が
盛
ん
に
な
り
、
巨
大
施
設
の
建
設
と
な
っ
た
（
26
）

。

一
九
九
三
年
の
発
掘
調
査
で
、
高
句
麗
時
期
の
積
石
塚
古
墳
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
出
土
し
た
古
い
一
組
の
男
女
骨
が
年
代
測
定

で
五
〇
一
年
±
二
六
七
年
前
と
解
析
さ
れ
、
紀
元
前
二
五
〇
〇
年
の
檀
君
紀
元
に
遡
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
遺
跡
は
一
九
九
四
年

一
〇
月
竣
工
さ
れ
た
。

九
一
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こ
の
檀
君
陵
の
地
名
は
、
李
氏
朝
鮮
時
代
か
ら
の
も
の
で
あ
る
（
27
）

。

こ
こ
に
「
古
朝
鮮
」
が
分
断
国
家
、
北
朝
鮮
と
韓
国
、
そ
し
て
延
辺
朝
鮮
自
治
州
の
中
国
朝
鮮
族
の
間
に
、
民
族
感
情
、
民
族
一
体
性

が
強
く
鼓
吹
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し
、
中
国
当
局
は
、
そ
れ
を
非
学
術
的
な
「
一
九
九
〇
年
代
民
族
主
義
傾
向
」
と
非
難
し
、
檀
君
神
話
論

争
と
な
っ
た
（
28
）

。

一
九
九
九
年
一
二
月
韓
国
で
、
在
外
同
胞
法
が
制
定
さ
れ
、
海
外
に
居
住
し
て
も
、
韓
国
に
戸
籍
を
有
す
る
者
に
対
し
て
韓
国
国
籍
を

二
重
国
籍
と
し
て
認
め
る
こ
と
な
っ
た
。
こ
の
問
題
は
、
中
国
朝
鮮
族
に
対
す
る
中
国
の
管
理
を
難
し
く
し
た
こ
と
は
必
然
で
、
中
国
が

反
発
し
、
同
法
は
頓
挫
し
た
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
二
年
二
月
高
句
麗
史
を
「
中
国
史
の
一
部
」
と
し
た
東
北
工
程
が
登
場
し
た
。

そ
こ
で
の
、『
三
国
遺
事
』
の
「
古
朝
鮮
」
に
あ
る
檀
君
神
話
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
29
）

。

「
古
記
に
い
う
に
は
、
む
か
し
恒
因
（
帝
釈
を
い
う
）
の
庶
子
、
恒
雄
は
つ
ね
づ
ね
天
下
に
対
し
て
関
心
を
も
ち
、
人
間
世
界
を
欲
し

が
っ
て
い
た
。
父
は
子
供
の
気
持
を
察
し
て
、
下
界
の
三
危
太
白
（
三
危
は
三
つ
の
高
い
山
、
太
白
は
そ
の
中
の
一
つ
）
を
見
お
ろ
し
て

み
る
と
、（
そ
こ
は
）
人
間
を
ひ
ろ
く
利
す
る
に
十
分
で
あ
っ
た
の
で
、（
そ
の
子
に
）
天
符
印
三
個
を
与
え
、
降
り
て
行
っ
て
（
人
間

世
界
を
）
治
め
さ
せ
た
。（
そ
こ
で
）
恒
雄
が
部
下
三
千
を
率
い
て
太
伯
山
の
頂
上
（
太
伯
は
今
の
妙
高
山
）
の
神
壇
樹
の
下
に
降
り
て

き
て
、
そ
こ
を
神
市
と
読
ん
だ
。
こ
の
人
が
恒
雄
天
王
で
あ
る
。（
彼
は
）
風
伯
・
雨
師
・
雲
師
ら
を
從
え
て
、
穀
・
命
・
病
・
刑
・

善
・
悪
を
司
り
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
の
三
百
六
十
余
の
こ
と
が
ら
を
治
め
、
教
化
し
た
。

時
に
一
頭
の
熊
と
一
頭
の
虎
と
が
同
じ
穴
に
住
ん
で
い
て
、
神
雄
（
恒
雄
）
に
祈
っ
て
い
う
に
は
、「
願
わ
く
ば
化
し
て
人
間
に

な
り
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
。
そ
こ
で
、
あ
る
と
き
恒
雄
は
霊
妙
な
艾
ひ
と
に
ぎ
り
と
、
蒜
二
十
個
を
与
え
て
「
お
前
た
ち
が
こ
れ

を
食
べ
て
百
日
間
日
光
を
見
な
け
れ
ば
、
す
ぐ
に
人
間
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
い
っ
た
。
熊
と
虎
が
こ
れ
を
も
ら
っ
て
食
べ
、
物
忌
み

九
二
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す
る
こ
と
三
七
日
（
二
十
一
日
）
に
、
熊
は
変
じ
て
女
の
身
と
な
っ
た
が
、
虎
は
物
忌
み
が
で
き
な
く
て
人
間
に
な
れ
な
か
っ
た
。

熊
女
は
彼
女
と
結
婚
し
て
く
れ
る
も
の
が
い
な
か
っ
た
の
で
、
い
つ
も
神
（
壇
）
樹
の
下
で
、
み
ご
も
り
ま
す
よ
う
に
と
祈
っ
た
。

恒
雄
が
し
ば
ら
く
身
体
を
変
え
て
（
人
間
と
な
っ
て
）
結
婚
し
、
子
を
産
ん
だ
。
名
前
を
壇
君
王
儉
と
い
っ
た
。

（
王
儉
は
）
唐
高
堯
が
即
位
し
て
か
ら
五
十
年
た
っ
た
虎
寅
（
唐
高
の
即
位
元
年
は
戊
辰
で
あ
り
五
十
年
は
丁
巳
で
あ
っ
て
、
庚
寅
で
は
な

い
）
に
、
平
壌
城
（
今
の
西
京
）
に
都
に
移
し
、
は
じ
め
て
朝
鮮
と
呼
び
、
そ
の
都
を
白
岳
山
の
阿
斯
達
に
移
し
た
。
そ
こ
を
弓
（
方

と
も
書
く
）
忽
山
、
ま
た
は
今
弥
達
と
も
い
う
。
国
を
治
め
る
こ
と
一
千
五
百
年
間
で
あ
っ
た
（
30
）

。」

か
く
し
て
、
檀
君
は
古
朝
鮮
国
を
開
き
、
そ
の
始
祖
と
な
っ
た
。
檀
君
は
多
く
の
民
を
率
い
白
頭
山
の
麓
の
阿
斯
達
に
降
り
、
王
倹
城

に
都
を
定
め
一
五
〇
〇
年
も
の
間
、
国
を
治
め
た
。
こ
こ
で
い
う
太
伯
山
は
白
頭
山
で
、
但
し
、
桓
雄
が
降
り
た
と
こ
ろ
は
、
北
朝
鮮
平

安
北
道
（
道
都
新
義
洲
）
の
妙
高
山
脈
の
妙
高
山
と
い
う
説
も
あ
る
（
前
記
、「
古
朝
鮮
」
の
翻
訳
者
は
そ
の
一
人
、
訳
者
の
壇
は
そ
の
ま
ま
で
あ

る
）
が
、
白
頭
山
で
あ
る
と
多
く
の
人
が
信
じ
て
い
る
。

6　

任
那
日
本
府
論
争

四
世
紀
中
頃
か
ら
六
世
紀
半
ば
ま
で
、
ほ
ぼ
二
〇
〇
年
間
、
日
本
は
朝
鮮
半
島
南
部
に
進
出
し
、
植
民
地
的
経
営
を
行
っ
て
い
た
、
そ

の
地
域
が
任
那
で
、
そ
れ
は
そ
こ
の
小
国
の
名
で
あ
る
。
日
本
の
半
島
関
与
は
、
一
〇
八
年
設
置
の
樂
浪
郡
へ
の
貢
献
及
び
貿
易
に
あ
り
、

樂
浪
郡
は
北
方
か
ら
下
っ
て
き
た
高
句
麗
族
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
、
樂
浪
郡
か
ら
分
離
し
て
日
本
と
の
関
係
を
維
持
し
た
帯
方
郡
は
南
方

の
韓
族
、
東
方
の

族
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
百
済
国
、
新
羅
国
が
成
立
し
た
も
の
の
、
日
本
の
間
接
支
配
は
続
い
た
。
日

本
は
遣
唐
使
の
往
来
を
続
け
た
が
、
そ
の
背
景
に
は
任
那
の
存
在
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
任
那
は
釜
山
の
地
方
に
あ
っ
た
と
さ

れ
、
任
那
一
〇
国
は
、
次
の
諸
国
で
あ
る
。
安
羅
国
（
咸
安
）、
加
羅
国
（
高
霊
）、
斯
二
岐
（
宣
寧
郡
新
反
里
）、
多
羅
国
（
陜
川
）、
卒
麻
国

九
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（
性
林
面
馬
沙
里
）、
古
嗟
国
（
固
城
）、
巳
他
国
（
居
晶
）、
散
半
下
国
（
草
渓
）
な
ど
。

日
本
は
、
四
世
紀
に
成
立
し
た
大
和
が
朝
鮮
半
島
に
進
出
し
、
そ
こ
に
任
那
日
本
府
を
置
い
た
。
二
〇
〇
一
年
扶
桑
社
中
学
歴
史
教
科

書
『
新
し
い
歴
史
教
科
書
』
に
そ
の
記
述
が
登
場
し
た
。
既
に
一
九
六
三
年
九
月
二
〇
日
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
科
学
院
歴
史
研
究

所
所
長
金
錫
亨
と
金
煕
一
・
孫
英
鐘
は
、
労
働
新
聞
論
文
「『
世
界
通
史
』
の
朝
鮮
に
関
す
る
叙
述
の
重
大
な
錯
誤
に
関
し
て
」
で
、
任

那
日
本
府
の
存
在
を
否
定
し
た
。
同
論
文
は
、
一
九
五
五
年
ソ
連
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
編
の
『
世
界
通
史
』
の
関
連
も
あ
っ
て
、
一
〇
月

一
八
日
人
民
日
報
に
掲
載
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
中
国
側
の
掲
載
の
意
図
は
、
金
錫
亨
ら
は
、
任
那
日
本
府
は
日
本
帝
国
主
義
の
御
用

学
者
が
日
本
の
朝
鮮
占
領
の
歴
史
を
擁
護
す
る
た
め
に
捏
造
し
た
と
す
る
北
朝
鮮
の
見
解
に
対
す
る
反
論
に
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
金
錫
亨

ら
は
、
任
那
だ
け
で
な
く
、
新
羅
、
百
済
、
告
馬
（
高
句
麗
）
な
ど
、『
日
本
書
紀
』
に
記
さ
れ
て
い
る
諸
国
も
、
日
本
列
島
内
に
存
在
し

た
朝
鮮
系
「
分
国
」
と
さ
れ
る
分
国
説
を
主
張
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
分
国
と
日
本
列
島
内
の
土
着
勢
力
を
統
御
し
掠
奪
す
る
た
め
に
大
和

王
が
列
島
内
に
設
置
し
た
機
関
と
し
て
い
た
（
31
）

。
こ
れ
に
、
村
山
正
雄
が
反
論
し
た
（
32
）

。

こ
れ
を
機
に
、
南
・
北
朝
鮮
の
歴
史
学
者
は
、
任
那
日
本
府
の
抹
殺
の
走
り
、
任
那
日
本
府
は
、
任
那
に
存
在
し
た
大
和
国
の
通
商
事

務
所
に
過
ぎ
な
い
と
断
定
し
た
。
こ
う
し
て
、
中
国
正
史
『
三
国
志
』、『
宋
国
』、『
隋
書
』、『
北
史
』、
さ
ら
に
『
三
国
史
記
』、『
三
国

遺
事
』、
あ
る
い
は
金
石
文
史
料
の
「
高
句
麗
広
開
土
王
碑
文
」
な
ど
の
任
那
日
本
府
の
記
述
を
、
す
べ
て
否
定
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

中
国
延
辺
大
学
の
善
春
元
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
国
家
学
説
に
忠
実
に
立
脚
し
て
挑
戦
し
て
、
北
朝
鮮
史
学
界
は
「
荒
唐
無
稽
」
に
あ
る
と

論
評
し
た
（
33
）

。
日
本
古
代
史
学
界
で
は
、
鈴
木
英
夫
ら
の
「
任
那
日
本
府
」
史
観
の
検
証
が
進
ん
だ
（
34
）

。

平
壌
近
郊
至
る
と
こ
ろ
に
分
布
す
る
古
墳
群
は
、
例
外
な
く
中
国
の
円
頂
方
台
封
漢
基
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。
出
土
品
は
、
い
ず

れ
も
漢
王
朝
の
製
造
品
で
、
中
国
朝
廷
が
樂
浪
郡
に
派
遣
し
た
太
守
の
行
員
や
漢
人
官
吏
の
印
章
（
封
泥
）
も
、
多
数
出
土
し
て
い
る
。

九
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北
朝
鮮
史
学
界
は
、
平
壌
を
中
心
と
す
る
樂
浪
郡
は
朝
鮮
半
島
に
は
所
在
せ
ず
、
中
国
東
北
遼
河
下
流
域
に
位
置
し
て
い
た
、
と
主
張
し

た
。
こ
れ
は
、
任
那
日
本
府
の
所
在
地
を
朝
鮮
半
島
か
ら
日
本
列
島
に
置
き
換
え
た
捏
造
と
同
じ
手
法
で
あ
る
。
一
方
、
韓
国
で
は
、

一
九
七
〇
年
、
ソ
ウ
ル
大
学
教
授
韓
ユ
ウ
キ
ン
は
『
韓
國
通
史
』
で
、
任
那
日
本
府
は
否
定
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
日
本
人
に
対
す
る

屈
辱
を
日
本
の
存
在
を
拒
否
す
る
こ
と
で
、
正
当
づ
け
る
手
法
で
あ
っ
た
（
35
）

。
現
在
、
韓
国
の
歴
史
学
会
は
、
こ
の
解
釈
の
立
場
を
停
止
し

た
向
き
が
あ
る
。
依
然
、
任
那
符
論
争
は
続
い
て
い
る
（
36
）

。

（
1
） 

青
柳
綱
太
郎
編
『
三
國
史
記

│
原
文
和
譯
對
照
』
上
・
下
、
京
城
、
朝
鮮
研
究
會
、
一
九
一
四
年
／
金
冨
軾
『
三
國
史
記
』
六
冊
、
東
京
帝

國
大
學
文
學
部
東
洋
史
學
科
、
一
九
二
五
│
二
六
年
／
朝
鮮
史
學
會
編
、
京
城
、
朝
鮮
史
學
會
、
一
九
二
八
年
／
京
城
、
近
藤
書
店
、
一
九
四
一
年

／
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
一
年
／
学
習
院
東
洋
文
化
研
究
所
、
一
九
六
四
年
／
金
鍾
權
訳
『
完
譯
三
國
史
記

│
附
・
原
文
』
ソ
ウ
ル
、
先
進
文
化

社
、
一
九
六
〇
年
／
ソ
ウ
ル
、
景
仁
文
化
社
、
一
九
六
九
年
／
二
冊
、
ソ
ウ
ル
、
太
陽
書
籍
、
一
九
七
二
年
／
民
族
文
化
推
進
會
編
『
三
國
史
記
』

ソ
ウ
ル
、
民
族
文
化
推
進
會
、
一
九
七
三
年
／
林
英
樹
訳
、
三
冊
、
上
卷
新
羅
本
紀
・
中
卷
高
句
麗
本
紀
・
百
済
本
紀
・
下
巻
雑
志
・
列
傳
、
三
一

書
房
、
一
九
七
四
│
七
五
年
／
辛
鎬
烈
訳
、
ソ
ウ
ル
、
東
西
文
化
社
、
一
九
七
六
年
／
李
兵
燾
訳
、
上
・
下
、
ソ
ウ
ル
、
乙
酉
文
化
社
、
一
九
八
三

年
／
金
思
燁
訳
、
明
石
書
店
、
一
九
九
七
年
／
鄭
求
福
・
他
訳
『
譯
註
三
國
史
記
』
城
南
、
韓
國
精
神
文
化
研
究
院
、
一
九
九
九
年
／
井
上
秀
雄
訳

『
三
國
史
記
』
四
冊
、
東
洋
文
庫
、
平
凡
社
、
二
〇
〇
六
年
。

　
　

金
冨
軾
、
鈴
木
武
樹
訳
『
三
國
史
記

│
倭
国
関
係
』
大
和
書
房
、
一
九
七
五
年
。

　
　

佐
伯
有
清
編
訳
『
三
国
史
記
倭
人
伝
・
他
六
篇
』
朝
鮮
正
史
日
本
伝
第
一
巻
、
岩
波
文
庫
、
一
九
八
八
年
。

　
　

書
景
文
化
社
編
『
三
國
史
記
の
新
研
究
』
慶
州
、
新
羅
文
化
宣
揚
會
、
一
九
八
一
年
。

　
　

申
瀅
植
『
三
國
史
記
研
究
』
ソ
ウ
ル
、
一
潮
閣
、
一
九
八
一
年
。

　
　

金
聖

『
沸
流
百
濟
と
日
本
の
国
家
起
源

│
「
三
國
史
記
」・「
日
本
書
記
」
の
一
元
的
復
原
を
中
心
と
し
た
』
ソ
ウ
ル
、
知
文
社
、
一
九
八
二
年
。

九
五
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黛
弘
道
編
『
古
代
国
家
の
歴
史
と
伝
承
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
二
年
。

　
　

高
寛
敏
『『
三
国
史
記
』
の
原
典
的
研
究
』
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
六
年
。

　
　

鄭
大
均
・
古
田
博
司
編
『
韓
国
・
北
朝
鮮
の
嘘
を
見
破
る

│
近
代
史
の
争
点
三
〇
』
文
春
新
書
、
文
藝
春
秋
、
二
〇
〇
六
年
。

　
　

横
山
和
子
『
日
本
古
代
史
の
解
明
に
挑
む

│
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』「
三
国
史
」
か
ら
読
み
解
く
』
丸
善
岡
山
支
店
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

二
〇
〇
八
年
。

　
　

室
谷
克
実
『
日
韓
が
タ
ブ
ー
に
す
る
半
島
の
歴
史
』
新
潮
新
書
、
新
潮
社
、
二
〇
一
〇
年
。

（
2
） 

井
上
秀
雄
訳
『
三
国
史
記

│
高
句
麗
本
紀
』
東
洋
文
庫
、
平
凡
社
、
二
〇
〇
六
年
、
一
九
三
頁
。

（
3
） 

前
掲
書
、
一
九
六
頁
。

（
4
） 

片
野
次
雄
『
戦
乱
の
朝
鮮
三
国
』
誠
文
堂
新
光
社
、
一
九
八
五
年
／
『
戦
乱
三
国
の
コ
リ
ア
史

│
高
句
麗
・
百
済
・
新
羅
の
英
雄
た
ち
』
彩

流
社
、
二
〇
〇
七
年
。

　
　

李
殿
福
・
孫
玉
良
、
姜
仁
求
・
金
瑛
洙
訳
『
高
句
麗
簡
史
』
ソ
ウ
ル
、
三
省
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
。

　
　

申
瀅
植
『
集
安
高
句
麗
遺
跡
の
調
査
研
究
』
ソ
ウ
ル
、
國
史
編
纂
委
員
會
、
一
九
九
六
年
。

　
　

孔
錫
龜
『
高
句
麗
領
域
擴
張
史
研
究
』
ソ
ウ
ル
、
書
景
文
化
社
、
一
九
九
八
年
。

　
　

琴
京
淑
『
高
句
麗
前
期
政
治
史
研
究
』
ソ
ウ
ル
、
高
麗
大
學
校
民
族
文
化
研
究
院
、
二
〇
〇
四
年
。

　
　

劉
炬
・
付
百
臣
・
他
『
高
句
麗
政
治
制
度
研
究
』
香
港
、
香
港
亞
洲
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
。

　
　

金
鎮
漢
『
高
句
麗
後
期
對
外
關
係
史
研
究
』
ソ
ウ
ル
、
韓
國
學
中
央
研
究
院
韓
國
學
大
學
院
、
二
〇
一
〇
年
。

（
5
） 

楊
枝
春
吉
・
耿
鉄
華
主
編
『
高
句
麗
歴
史
与
文
化
研
究
』
長
春
、
吉
林
文
史
出
版
社
、
一
九
九
七
年
。

　
　

魏
存
成
『
高
句
麗
遺
迹
』
北
京
、
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
。

　
　

厉
声
・
朴
文
一
主
編
『
高
句
麗
歴
史
問
題
研
究
論
文
集
』
延
吉
、
延
辺
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
。

　
　

姜
維
恭
『
高
句
麗
歴
史
研
究
初
編
』
長
春
、
吉
林
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
。

　
　

李
春
祥
『
高
句
麗
与
東
北
民
族
疆
域
研
究
』
長
春
、
吉
林
文
史
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
。

九
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李
国
強
・
李
宗
勛
主
編
『
高
句
麗
史
新
研
究
』
延
吉
、
延
辺
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
。

（
6
） 

山
本
勇
二
「
高
句
麗
を
め
ぐ
る
中
韓
歴
史
論
争
」
海
外
事
情
、
二
〇
〇
四
年
九
月
号
。

　
　

下
條
正
男
「
高
句
麗
歴
史
論
争
と
間
島
問
題
」
海
外
事
情
、
二
〇
〇
四
年
一
二
月
号
。

（
7
） 
高
句
麗
研
究
會
編
『
高
句
麗
國
際
關
係
』
ソ
ウ
ル
、
學
研
文
化
社
、
二
〇
〇
二
年
。

　
　

高
句
麗
研
究
會
編
『
高
句
麗
正
體
性
』
ソ
ウ
ル
、
高
句
麗
研
究
會
、
二
〇
〇
四
年
。

　
　

高
句
麗
研
究
會
編
『
韓
國
學
界
の
東
北
工
程
対
應
論
理
』
ソ
ウ
ル
、
高
句
麗
研
究
會
、
二
〇
〇
七
年
。

（
8
） 

『
東
北
ア
ジ
ア
の
歴
史
和
解
に
向
け
て
の
大
き
な
一
歩
』
ソ
ウ
ル
、
東
北
亞
歴
史
財
團
、
二
〇
〇
九
年
。

（
9
） 

主
栄
憲
「
渤
海
文
化
」
考
古
民
俗
、
一
九
六
六
年
二
月
号
。

　
　

主
栄
憲
「
渤
海
中
京
顯
徳
府
に
つ
い
て
」
考
古
民
俗
、
一
九
六
六
年
二
月
号
。

　
　

主
栄
憲
「
渤
海
は
高
句
麗
の
継
承
者
」
考
古
民
俗
、
一
九
六
七
年
二
月
号
。

　
　

李
煕
範
『
中
世
東
北
亞
細
亞
史
研
究
』
ソ
ウ
ル
、
東
國
大
學
校
韓
國
學
研
究
所
／
亞
細
亞
文
化
社
、
一
九
七
五
年
。

　
　

浜
田
耕
策
「
渤
海
史
を
め
ぐ
る
朝
鮮
史
学
界
の
動
向

│
共
和
国
と
韓
国
の
「
南
北
国
時
代
」
論
に
つ
い
て
」
朝
鮮
学
報
、
第
八
六
輯
、

一
九
七
八
年
。

（
10
） 

⑩
孫
進
己
・

海
主
編
『
高
句
麗
・
渤
海
研
究
集
成
』
六
冊
、
哈
爾
浜
、
哈
爾
浜
出
版
社
、
一
九
九
四
年
。

　
　
　

第
一
巻
〜
第
三
巻　
「
高
句
麗
卷
」
一
・
二
・
三
。

　
　
　

第
三
巻
〜
第
六
巻　
「
渤
海
卷
」
四
・
五
・
六
。

（
11
） 

⑪
鳥
山
喜
一
・
他
『
渤
海
史
上
の
諸
問
題
』
風
間
書
房
、
一
九
六
八
年
。

　
　

森
安
孝
夫
「
渤
海
か
ら
契
丹
へ
」、『
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
け
る
日
本
』
古
代
史
講
座
第
七
巻
、
学
生
社
、
一
九
八
二
年
。

　
　

三
上
次
男
『
高
句
麗
と
渤
海
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
〇
年
。

　
　

李
殿
福
・
他
『
高
句
麗
・
渤
海
の
考
古
と
歴
史
』
学
生
社
、
一
九
九
一
年
。

　
　

上
田
雄
『
渤
海
国
の
謎

│
知
ら
れ
ざ
る
東
ア
ジ
ア
の
古
代
王
朝
』
講
談
社
現
代
新
書
、
講
談
社
、
一
九
九
二
年
。

九
七



政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
三
年
六
月
）

（
九
八
）

　
　

上
田
雄
『
渤
海
国
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
講
談
社
、
二
〇
〇
四
年
。

　
　

森
田
悌
「
渤
海
の
狩
猟
に
つ
い
て
」
弘
前
大
学
國
史
研
究
、
第
九
四
号
、
一
九
九
三
年
。

　
　

方
學
鳳
主
編
『
渤
海
史
研
究
』
四
冊
、
延
𠮷
、
延
辺
出
版
社
、
一
九
九
三
年
。

　
　

韓
圭
哲
『
渤
海
の
對
外
關
係
史

│
南
北
國
の
形
成
と
展
開
』
ソ
ウ
ル
、
新
書
苑
、
一
九
九
四
年
。

　
　

朱
国
忱
・
魏
国
忠
、
佐
伯
有
清
・
浜
田
耕
策
訳
『
渤
海
史
』
東
方
書
店
、
一
九
九
六
年
。

　
　

魏
国
忠
・
朱
国
忱
・
趙
哲
夫
『
謎
中
王
国
探
秘
密

│
渤
海
国
考
古
散
記
』
済
南
、
山
東
畫
報
出
版
社
、
一
九
九
九
年
。

　
　

濱
田
耕
策
『
渤
海
国
興
亡
史
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
。

　
　

石
井
正
敏
『
日
本
渤
海
関
係
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
。

　
　

紀

利
・
郝
慶
雲
「
渤
海
国
初
の
際
国
号
考
」
中
国
辺
疆
史
地
研
究
、
第
一
四
巻
第
二
期
、
二
〇
〇
四
年

（
12
） 

チ
ャ
ン
ジ
ェ
ジ
ン
、
キ
ム
ジ
ョ
ン
ボ
ク
、
イ
ム
ソ
ク
キ
ュ
『
渤
海
對
外
關
係
史
資
料
集
成
』
ソ
ウ
ル
、
東
北
亞
歴
史
財
團
、
二
〇
一
一
年
。

（
13
） 

姜
維
東
「
高
句
麗
研
究
的
若
干
問
題
」、
馬
大
正
編
『
中
国
東
北
辺
疆
研
究
』
東
北
邊
疆
研
究
、
北
京
、
中
國
社
会
科
學
出
版
社
、
二
〇
〇
三

年
、
一
五
一
頁
以
降
。

（
14
） 

白
鳥
庫
吉
「
檀
君
考
」
學
習
院
輔
仁
會
雑
誌
、
第
二
八
号
、
一
八
九
四
年
。

　
　

白
鳥
庫
吉
「
朝
鮮
古
傳
説
考
」
史
學
雑
誌
、
第
五
編
第
一
二
号
、
一
八
九
四
年
。

　
　

白
鳥
庫
吉
「
朝
鮮
古
代
諸
國
名
稱
考
」
史
學
雑
誌
、
第
六
編
第
七
・
八
号
、
一
八
九
五
年
。

　
　

白
鳥
庫
吉
「
朝
鮮
古
代
地
名
考
」
史
學
雑
誌
、
第
六
編
第
一
〇
・
一
一
号
、
第
七
編
第
一
号
、
一
八
九
五
│
九
六
年
。

　
　

白
鳥
庫
吉
「
朝
鮮
古
代
王
號
考
」
史
學
雑
誌
、
第
七
編
第
二
号
、
一
八
九
六
年
。

　
　

白
鳥
庫
吉
「
高
句
麗
の
名
稱
に
就
き
て
の
考
」
國
學
院
雑
誌
、
第
二
巻
第
一
〇
号
、
一
八
九
六
年
。

　
　

白
鳥
庫
吉
「
箕
孤
は
朝
鮮
の
始
祖
に
非
ず
」
東
京
日
日
新
聞
、
一
九
一
〇
年
八
月
三
一
日
。

　
　

白
鳥
庫
吉
『
朝
鮮
史
研
究
』
白
鳥
庫
吉
全
集
第
三
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
年
／
『
朝
鮮
史
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
。

（
15
） 

喜
田
貞
吉
「
日
鮮
兩
民
族
同
源
論
」
民
族
と
歴
史
、
第
六
巻
第
一
号
、
一
九
二
一
年
七
月
。

九
八



朝
鮮
半
島
の
領
土
論
争
（
浦
野
）

（
九
九
）

　
　

金
澤
庄
三
郎
『
日
鮮
同
祖
論
』
京
城
、
汎
東
洋
社
／
刀
江
書
院
、
一
九
四
三
年
／
成
甲
書
房
、
一
九
七
八
年
。

　
　

河
野
六
郎
「
日
本
語
と
朝
鮮
語
の
二
三
の
類
似
」、
八
學
會
連
合
編
『
人
民
科
學
の
諸
問
題

│
協
同
研
究
課
題
『
稲
』』
關
書
院
、
一
九
四
九
年
。

　
　

本
山
美
彦
『
韓
国
併
合
と
同
祖
神
話
の
破
綻

│
「
霧
」
の
下
の
修
羅
』
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
一
〇
年
。

（
16
） 
蒋
韮
韮
・
王
小
甫
・
他
『
中
韓
関
係
史
』
三
冊
、
古
代
卷
・
近
代
卷
・
現
代
卷
、
北
京
、
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
一
九
九
六
│
九
八
年

│

蒋
韮
韮
・
王
小
甫
・
翁
天
兵
・
趙
冬
海
・
張
帆
・
徐
万
民
は
、
古
代
卷
の
執
筆
者
で
あ
る
。

（
17
） 

孫
進
己
『
女
真
史
』
長
春
、
吉
林
文
史
出
版
社
、
一
九
八
七
年
。

　
　

孫
進
己
・
他
編
『
契
丹
史
論
著

編
』
二
冊
、
瀋
陽
、
北
方
史
地
資
料
編
委
員
会
、
一
九
八
八
年
。

　
　

孫
進
己
・
他
主
編
『
東
北
歴
史
地
理
』
二
冊
、
哈
爾
浜
、
黒
龍
江
人
民
出
版
社
、
一
九
八
九
年
。

　
　

孫
進
己
・
郭
守
信
編
『
東
方
古
史
資
料
叢
編
』
瀋
陽
、
遼
瀋
書
社
。

　
　
　

第
一
巻　
『
先
秦
・
三
国
』
一
九
八
九
年
。

　
　
　

第
二
巻　
『
兩
普
（
ム
）・
随
』
一
九
八
九
年
。

　
　
　

第
三
巻　
『
唐
』
一
九
九
〇
年
。

　
　
　

第
四
巻　
『
遼
』
一
九
九
〇
年
。

　
　

孫
進
己
・

海
主
編
『
高
句
麗
・
渤
海
研
究
集
成
』
六
冊
、
哈
爾
浜
、
哈
爾
浜
出
版
社
、
一
九
九
四
年
。

　
　
　

第
一
巻
〜
第
三
巻　
「
高
句
麗
卷
」
一
・
二
・
三
。

　
　
　

第
三
巻
〜
第
六
巻　
「
渤
海
卷
」
四
・
五
・
六
。

　
　

孫
進
己
・

泓
『
女
真
民
族
史
』
桂
林
、
広
西
師
范
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
。

　
　

孫
進
己
・

泓
『
契
丹
民
族
史
』
桂
林
、
広
西
師
范
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
。

　
　

冬
主
編
『
中
国
東
北
史
』
長
春
、
吉
林
文
史
出
版
社
、
一
九
八
七
年
。

　
　

冬
主
編
『
中
国
東
北
史
』
六
冊
、
長
春
、
吉
林
文
史
出
版
社
、
一
九
九
八
年
、
修
訂
版
二
〇
〇
六
年
。

（
18
） 

そ
こ
で
の
南
北
朝
鮮
の
反
応
は
異
な
る
。
濱
田
耕
策
「
渤
海
史
を
め
ぐ
る
朝
鮮
史
学
会
の
動
向

│
共
和
国
と
韓
国
の
「
南
北
国
時
代
」
論
に

九
九



政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
三
年
六
月
）

（
一
〇
〇
）

つ
い
て
」
朝
鮮
学
報
、
第
八
六
号
、
一
九
七
八
年
。

（
19
） 

李
丙
壽
『
韓
国
古
代
史
』
上
・
下
、
一
九
七
九
年
／
金
思
燁
訳
『
韓
國
古
代
史
』
ソ
ウ
ル
、
金
思
燁
全
集
刊
行
委
員
會
／
国
書
刊
行
会
、

二
〇
〇
四
年
。

　
　

白
山
資
料
院
編
『
韓
民
族
の
大
陸
關
係
史
』
ソ
ウ
ル
、
白
山
資
料
院
、
一
九
八
七
年
。

　
　

白
山
資
料
院
編
『
韓
國
考
古
學
關
係
中
國
資
料
選
集
』
六
冊
、
ソ
ウ
ル
、
白
山
資
料
院
、
一
九
九
四
│
九
七
年
。

　
　
　

第
一
巻
考
古
學
報
編
、
第
二
巻
文
物
編
、
第
三
巻
考
古
編
上
・
下
。

　
　

國
際
教
科
書
研
究
所
編
『
韓
・
日
歴
史
教
科
書
修
正
の
諸
問
題
』
ソ
ウ
ル
、
白
山
資
料
院
、
一
九
九
四
年
。

　
　

檀
國
代
史
学
會
編
『
韓
國
古
代
史
』
三
冊
、
ソ
ウ
ル
、
學
研
文
化
社
、
一
九
九
四
年
。

　
　

朴
性
鳳
編
『
高
句
麗
南
進
經
營
史
の
研
究
』
ソ
ウ
ル
、
白
山
資
料
院
、
一
九
九
五
年
。

　
　

金
鍾
潤
『
新
講
韓
國
古
代
史

│
半
島
史
學
を
全
面
拒
否
す
る
』
ソ
ウ
ル
、
東
信
出
版
社
、
一
九
九
五
年
。

　
　

白
山
學
會
編
『
古
朝
鮮
史

│
研
究
』
白
山
資
料
院
、
一
九
九
五
年
。

　
　

白
山
學
會
編
『
高
句
麗
史

│
研
究
』
白
山
資
料
院
、
一
九
九
五
年
。

　
　

白
山
學
會
編
『
朝
鮮
時
代
北
方
關
係
史
論
攷
』
二
冊
、
白
山
資
料
院
、
一
九
九
五
年
。

　
　

白
山
學
會
編
『
百
濟
・
新
羅
・
伽
倻
史
研
究
』
ソ
ウ
ル
、
白
山
資
料
院
、
一
九
九
五
年
。

　
　

白
山
學
會
編
『
韓
國
の
民
族
文
化
起
源
』
ソ
ウ
ル
、
白
山
資
料
院
、
一
九
九
五
年
。

　
　

白
山
學
會
編
『
韓
国
古
代
語
と
東
北
ア
ジ
ア
』
白
山
資
料
院
、
二
〇
〇
一
年
。

　
　

李
仁
哲
『
高
句
麗
の
對
外
征
服
研
究
』
ソ
ウ
ル
、
白
山
資
料
院
、
二
〇
〇
〇
年
。

（
20
） 

韓
国
東
北
亞
歴
史
財
団
編
、
中
国
延
辺
大
學
訳
『
東
北
工
程
相
關
韓
國
學
者
論
文
選
』
首
尓
、
東
北
亞
歴
史
財
團
、
二
〇
〇
七
年
。

　
　
　

余

奎
「
中
國
學
界
的
高
句
麗
對
外
關
係
史
研
究
状
況
」。

　
　
　

金
貞
培
「
中
國
史
書
中
出
現
的
〝
海
東
三
國
〞」。

　
　
　

李
仁
哲
「
中
國
的
高
句
麗
歸
屬
問
題
研
究
分
析
」。

一
〇
〇



朝
鮮
半
島
の
領
土
論
争
（
浦
野
）

（
一
〇
一
）

　
　
　

金
一
權
「
中
國
學
界
對
高
句
麗
國
家
祭
祀
的
研
究
分
析
」。

　
　
　

金
貞
姫
「
渤
海
史
的
歸
屬
問
題
與
唐
代
覊
縻
府
輯
制
度
」。

　
　
　

尹
戴
雲
「
渤
海
的
主
權
與
對
中
貿
易
」。

　
　
　

朴
龍
雲
「
高
麗
時
期
人
間
的
高
麗
繼
承
高
句
麗
意
識
」。

　
　
　

尹
榮
寅
「
中
國
學
界
關
于
蒙
古
與
漢
族
關
係
的
研
究
動
態

│
以
近
十
年
蒙
古
（
元
）
帝
國
民
族
關
係
史
研
究
為
中
心
」。

　
　
　

裵
城
溶
「
中
國
的
朝
、
清
國
境
問
題
研
究
動
態
」。

　
　
　

崔
徳
奎
「
中
國
關
于
中
蘇
國
境
運
送
的
研
究
動
態
」。

　
　
　

張
世
胤
「
中
國
朝
鮮
族
的
現
況
與
展
望

│
以
二
〇
世
紀
九
〇
年
代
以
後
為
中
心
」。

　
　
　

尹
輝
鐸
「
當
代
中
國
的
邊
疆
政
策

│
以
〝
東
北
振
興
戦
略
〞
為
中
心
」。

　
　

東
北
亞
歴
史
財
團
編
『
東
北
亞
関
系
史
性
格

│
東
北
亞
歴
史
財
團
・
北
京
大
學
共
同
學
術
會
議
』
首
尓
、
東
北
亞
歴
史
財
團
、
二
〇
〇
九
年
。

　
　
　

鄭
夏
賢
「《
三
国
志
・
魏
志
・
東
夷
傳
》
中
的
世
界
視
」。

　
　
　

羅
新
「
高
句
麗
兄
系
官
職
的
内
亞
淵
源
」。

　
　
　

金
鉉
球
「
白
村
江
之
戦
與
東
北
亞
国
際
關
係
的
變
化
」。

　
　
　

李
志
生
「
从
西
安
地
區
唐
代
喪
葬
模
式
看
渤
海
貞
恵
和
貞
孝
」。

　
　
　

金
塘
譯
「
高
麗
與
遼
・
金
・
元
關
係
史
的
特
性
」。

　
　
　

徐
凱
「
八
旗
満
洲
高
麗
家
族
与
清
初
戦
争
」。

　
　
　

李
泰

「
从
朝
鮮
〝
中
華
主
義
〞
到
韓
清
条
約
」。

　
　
　

党
宝
海
「
試
論
《
至
正
条
格
》
的
性
質
及
影
響
」

│
元
朝
の
大
元
通
交
制
関
係
を
主
題
と
す
る
。

　
　
　

裴
京
漢
「
二
〇
世
紀
初
韓
中
之
間
的
相
互
認
識
」

│
韓
国
人
の
孫
文
理
解
が
主
題
で
あ
る
。

　
　

王
元
周
「
近
代
中
韓
関
系
転
変
的
理
想
与
現
実

│
韓
国
人
対
中
國
否
定
認
識
的
歴
史
根
源
」

│
北
伐
論
か
ら
北
方
史
観
ま
で
を
主
題
と
し

て
い
る
。

一
〇
一



政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
三
年
六
月
）

（
一
〇
二
）

（
21
） 

鈞
光
林
「
高
句
麗
史
の
帰
属
を
め
ぐ
る
韓
国
・
朝
鮮
と
中
国
の
論
争
」
新
潟
産
業
大
学
人
文
学
部
紀
要
、
第
一
六
号
、
二
〇
〇
四
年
。

（
22
） 

金
容
雲
『
韓
国
数
学
史
』
槙
書
店
、
一
九
七
八
年
。

　
　

金
容
雲
『
韓
国
人
と
日
本
人
』
サ
イ
マ
ル
出
版
会
、
一
九
八
三
年
。

　
　

金
容
雲
『
鎖
国
の
汎
パ
ラ
ダ
イ
ム
』
サ
イ
マ
ル
出
版
会
、
一
九
八
三
年
。

　
　

金
容
雲
『
日
韓
民
族
の
原
型
』
サ
イ
マ
ル
出
版
会
、
一
九
八
六
年
。

　
　

金
容
雲
『
訪
れ
る
没
落
』
情
報
セ
ン
タ
ー
出
版
局
、
一
九
八
八
年

│
原
本
に
は
「
原
型
史
観
の
韓
国
」
の
副
題
が
あ
る
。

　
　

金
容
雲
『
日
本
の
喜
劇
』
情
報
セ
ン
タ
ー
出
版
局
、
一
九
九
二
年
。

　
　

金
容
雲
『「
か
し
こ
型
」
日
本
人
と
「
か
ち
き
型
」
韓
国
人
』
学
生
社
、
一
九
九
四
年
。

　
　

金
容
雲
『
日
本
語
の
正
体
』
三
五
館
、
二
〇
〇
九
年
。

　
　

金
容
雲
『「
日
本
＝
百
済
」
説
』
三
五
館
、
二
〇
一
一
年
。

（
23
） 

今
西
龍
「
檀
君
考
」、『
朝
鮮
古
史
の
研
究
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
〇
年
。

　
　

龍
賢
鍾
「
檀
君
神
話
」、
韓
國
文
化
藝
術
振
興
院
編
『
民
族
文
學
體
系
』
ソ
ウ
ル
、
同
和
出
版
社
、
一
九
七
五
年
。

　
　

孫
仁
銖
『
研
究
方
法
・
檀
君
神
話
・
花
郎
道
の
教
育
思
想
』
韓
國
教
育
思
想
史
第
一
巻
、
ソ
ウ
ル
、
文
音
社
、
一
九
八
九
年
。

　
　

ソ
・
ヨ
ン
デ
『
北
韓
學
界
の
檀
君
神
話
研
究
』
ソ
ウ
ル
、
白
山
資
料
院
、
一
九
九
五
年
。

　
　

白
山
資
料
院
編
『
檀
君
神
話
研
究
』
ソ
ウ
ル
、
白
山
資
料
院
、
一
九
九
五
年
。

　
　

大
阪
経
済
法
科
大
学
『
檀
君
と
古
朝
鮮
』
大
阪
経
済
法
科
大
学
、
一
九
九
九
年
。

（
24
） 

焦
潤
明
「
解
決
辺
界
争
議
的
法
理
原
則
」、
馬
大
正
編
『
中
国
東
北
辺
疆
研
究
』
東
北
邊
疆
研
究
、
北
京
、
中
國
社
会
科
學
出
版
社
、

二
〇
〇
三
年
、
三
〇
頁
以
降
。

（
25
） 

「
北
朝
鮮
は
い
ま　

現
代
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド　

代
わ
ら
ぬ
巨
大
志
向
」
毎
日
新
聞
、
一
九
九
四
年
一
〇
月
一
三
日
。

　
　
「
金
書
記
、「
推
戴
」
段
階　

檀
域
陵
視
察
、「
待
望
」
の
雰
囲
気
創
り

│
北
朝
鮮
の
権
力
継
承
」
毎
日
新
聞
、
一
九
九
四
年
一
一
月
二
日
。

（
26
） 

金
成
煥
編
『
日
帝
強
占
期
檀
君
陵
修
築
運
動
』
ソ
ウ
ル
、
景
仁
文
化
社
、
二
〇
〇
九
年
。

一
〇
二



朝
鮮
半
島
の
領
土
論
争
（
浦
野
）

（
一
〇
三
）

（
27
） 

田
中
俊
明
「
檀
君
陵
」、
田
中
俊
明
編
『
韓
国
の
歴
史

│
先
史
か
ら
現
代
』
昭
和
堂
、
二
〇
〇
八
年
、
四
九
│
五
〇
頁
。

（
28
） 

馬
大
正
・
耿
哲
華
・
權
赫
秀
『
古
代
中
国
高
句
麗
歴
史
続
論
』
北
京
、
中
國
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
、
八
頁
。

（
29
） 
『
三
国
遺
事
』
は
、
高
句
麗
、
新
羅
、
百
済
三
国
の
遺
聞
逸
事
を
高
麗
の
高
僧
一
然
が
晩
年
に
記
し
た
朝
鮮
古
代
研
究
の
基
本
資
料
で
、
李
朝

中
牟
大
（
一
五
〇
六
〜
四
四
年
）
の
慶
州
版
が
流
布
し
て
お
り
、
王
暦
の
年
表
を
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
頭
に
お
き
、
紀
異
第
一
、
紀
異
第
二
、
興
法
、
塔

像
、
義
解
、
神
呪
、
感
通
、
避
隠
、
孝
善
の
九
編
の
構
成
で
、
興
法
以
下
は
仏
教
関
係
記
事
で
あ
る
。

　
　

一
然
撰
『
三
國
遺
事
』
五
冊
、
京
都
帝
國
大
學
文
學
部
、
一
九
二
一
年
／
平
岩
佑
介
訳
、
自
由
討
究
社
、
一
九
二
三
年
／
朝
鮮
史
學
會
、

一
九
二
八
年
／
朝
鮮
史
學
會
編
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
一
年
／
李
丙
燾
訳
、
ソ
ウ
ル
、
東
國
文
化
社
、
一
九
五
六
年
／
李
丙
燾
訳
、
韓
國
思
想
大

思
想
全
集
第
四
巻
、
ソ
ウ
ル
、
良
友
堂
、
一
九
九
四
年
／
ソ
ウ
ル
、
東
國
文
化
社
、
一
九
五
六
年
／
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
一
九
六
四
年

／
李
戴
培
訳
、
二
冊
、
ソ
ウ
ル
、
光
文
出
版
社
、
一
九
六
七
年
／
李
戴
培
訳
、
二
冊
、
ソ
ウ
ル
、
明
知
大
學
出
版
部
、
一
九
七
五
年
／
ソ
ウ
ル
、
東

方
文
化
書
局
、
一
九
七
一
年
／
李
東
歡
訳
、
二
冊
、
ソ
ウ
ル
、
三
中
堂
文
庫
、
三
中
堂
、
一
九
七
五
年
／
林
英
樹
訳
、
二
冊
、
三
一
書
房
、

一
九
七
五
│
七
六
年
／
金
思
燁
訳
『
三
國
遺
事
・
完
訳
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
六
年
／
金
思
燁
訳
『
完
訳
三
國
遺
事
』
明
石
書
店
、
一
九
八
〇
年

／
金
思
燁
訳
『
完
訳
三
國
遺
事
』
金
思
燁
全
集
第
二
五
巻
、
ソ
ウ
ル
、
金
思
燁
全
集
刊
行
委
員
会
／
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
四
年
／
李
民
樹
訳
、
二

冊
、
ソ
ウ
ル
、
三
星
美
術
文
化
財
團
、
一
九
七
九
年
／
李
民
樹
訳
、
世
界
思
想
教
養
全
集
續
第
一
二
巻
、
ソ
ウ
ル
、
乙
酉
文
化
社
、
一
九
七
三
年
／

李
民
樹
訳
、
世
界
思
想
全
集
第
八
巻
、
ソ
ウ
ル
、
乙
酉
文
化
社
、
一
九
八
三
年
／
權
相
老
訳
、
ソ
ウ
ル
、
東
西
文
化
社
、
一
九
七
七
年
／
釜
山
、
民

族
文
化
、
一
九
八
四
年
／
『
原
本
三
國
史
記
・
三
國
遺
事
』
ソ
ウ
ル
、
大
堤
閣
、
一
九
八
七
年
。

　
　

韓
國
精
神
文
化
研
究
院
古
典
研
究
室
編
『
三
國
遺
事
索
引
』
ソ
ウ
ル
、
韓
國
精
神
文
化
研
究
院
、
一
九
八
〇
年
。

　
　

三
品
彰
英
遺
撰
『
三
國
遺
事
考
証
』
上
・
中
・
下
一
・
二
・
三
計
五
冊
、
塙
書
房
、
一
九
七
五
│
九
五
年
。

　
　

韓
國
精
神
文
化
研
究
院
国
際
協
力
室
編
『
三
國
遺
事
の
綜
合
的
檢
討
』
ソ
ウ
ル
、
韓
國
精
神
文
化
研
究
院
、
一
九
八
七
年
。

　
　

嶺
南
大
學
校
民
族
文
化
研
究
所
編
『
三
國
遺
事
研
究
』
ソ
ウ
ル
、
嶺
南
大
學
校
出
版
部
、
一
九
八
一
年
。

　
　

白
山
資
料
院
編
『
三
國
遺
事
研
究
論
選
集
』
白
山
資
料
院
、
一
九
八
六
年
。

（
30
） 

一
然
撰
、
金
思
燁
訳
『
完
訳
三
國
遺
事
』
明
石
書
店
、
一
九
八
〇
年
。

一
〇
三



政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
三
年
六
月
）

（
一
〇
四
）

（
31
） 

李
弘
植
「「
日
本
書
記
」
所
載　

高
句
麗
関
係
記
事
考
」
東
方
學
志
、
第
一
号
、
第
三
号
、
一
九
五
四
年
／
『
韓
国
古
代
史
の
研
究
』
ソ
ウ
ル
、

新
丘
文
化
社
、
一
九
七
一
年
／
加
盟
輝
一
郎
訳
、
井
上
秀
雄
・
旗
田
巍
編
『
古
代
日
本
と
朝
鮮
の
基
本
問
題
』
學
生
社
、
一
九
七
四
年
。

　
　

金
錫
亨
、
村
田
正
雄
・
都
竜
雨
訳
「
三
韓
三
国
の
日
本
列
島
内
分
国
に
つ
い
て
」
歴
史
科
学
、
第
一
号
、
一
九
六
三
年
／
朝
鮮
研
究
、
第
七
一
号
、

一
九
六
八
年
／
朴
鐘
鳴
訳
、
井
上
秀
雄
・
旗
田
巍
編
『
古
代
日
本
と
朝
鮮
の
基
本
問
題
』
學
生
社
、
一
九
七
四
年
。

　
　

金
錫
亨
「
天
孫
降
臨
神
話
を
通
じ
て
み
た
駕
洛
人
た
ち
の
日
本
列
島
へ
の
進
出
」
歴
史
科
学
、
一
九
六
五
年
第
三
号
／
朴
鐘
鳴
訳
、
井
上
秀
雄
・

旗
田
巍
編
『
古
代
日
本
と
朝
鮮
の
基
本
問
題
』
學
生
社
、
一
九
七
四
年
。

　
　

鄭
仲
煥
「「
日
本
書
記
」
に
引
用
さ
れ
た
百
済
三
書
に
つ
い
て
」
亞
細
亞
學
報
、
第
一
〇
号
、
一
九
七
二
年
／
泊
勝
美
訳
、
井
上
秀
雄
・
旗
田
巍

編
『
古
代
日
本
と
朝
鮮
の
基
本
問
題
』
學
生
社
、
一
九
七
四
年
。

　
　

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
社
会
科
學
院
歴
史
研
究
所
編
『
朝
鮮
全
史
』
第
二
巻
、
平
壌
、
科
学
・
百
科
辞
典
出
版
社
、
一
九
七
九
年
、
一
一
二
頁
。

（
32
） 

村
田
正
雄
「
百
済
の
大
姓
八
足
に
つ
い
て
」、
山
本
博
士
還
暦
記
念
東
洋
史
論
叢
編
纂
委
員
会
編
「
東
洋
史
論
叢

│
山
本
博
士
還
暦
記
念
」

山
川
出
版
社
、
一
九
七
二
年
／
旗
田
巍
・
井
上
秀
雄
編
『
古
代
の
朝
鮮
』
学
生
社
、
一
九
七
四
年
。

（
33
） 

全
春
元
「
論
邪
馬
台
国
的
社
会
性
質
」
延
辺
大
学
学
報
、
社
会
科
学
、
一
九
八
六
年
第
二
期
／
「
邪
馬
台
国
の
社
会
性
質
を
論
ず

│
日
中
史

学
界
の
専
門
家
の
論
説
を
検
討
し
な
が
ら
」
歴
史
評
論
、
第
四
四
〇
号
、
一
九
八
六
年
一
二
月
。

　
　

全
春
元
「
関
于
日
本
早
期
国
家
形
成
的
異
議
」
歴
史
教
学
、
一
九
九
〇
年
第
七
期
。

　
　

全
春
元
・
方
學
『
中
朝
日
関
係
史
』
延
吉
、
延
辺
大
学
出
版
社
、
一
九
九
四
年
。

　
　

全
春
元
「
早
期
東
北
亜
文
化
圏
中
心
的
朝
鮮
」
延
辺
大
学
学
報
、
社
会
科
学
、
一
九
九
五
年
第
四
期
。

　
　

全
春
元
『
韓
民
族

│
東
北
亞
歴
史
へ
及
ぼ
す
影
響
』
ソ
ウ
ル
、
集
文
堂
、
一
九
九
八
年
。

　
　

全
春
元
「「
任
那
日
本
府
」
歪
曲
に
見
る
北
朝
鮮
史
学
会
の
荒
唐
無
稽
」
正
論
、
二
〇
〇
七
年
二
月
号
。

（
34
） 

末
松
保
和
『
任
那
興
亡
史
』
大
八
洲
出
版
、
一
九
四
九
年
／
吉
川
弘
文
館
、
一
九
五
六
年
。

　
　

末
松
保
和
『
古
代
の
日
本
と
朝
鮮
』
末
松
保
和
朝
鮮
史
著
作
集
第
四
号
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年
。

　
　

請
田
正
幸
「
六
世
紀
前
期
の
日
朝
関
係

│
任
那
「
日
本
府
」
を
中
心
と
し
て
」、『
古
代
朝
鮮
と
日
本
』
朝
鮮
史
研
究
会
論
文
集
、
第
一
一
号
、

一
〇
四



朝
鮮
半
島
の
領
土
論
争
（
浦
野
）

（
一
〇
五
）

一
九
七
四
年
／
『
古
代
朝
鮮
と
日
本
』
龍
渓
書
舎
、
拡
充
版
一
九
七
四
年
。

　
　

小
野
寺
直
日
『
任
那
日
本
府
へ
の
史
観
』
日
本
及
び
日
本
人
、
一
九
七
七
年
七
月
号
。

　
　

井
上
秀
雄
『
任
那
日
本
府
と
倭
』
東
出
版
、
一
九
七
三
年
／
東
出
版
事
業
社
、
一
九
七
八
年
。

　
　

金
廷
鶴
『
任
那
と
日
本
』
日
本
の
歴
史
別
巻
一
、
小
学
館
、
一
九
七
七
年
。

　
　

廬
泰
敏
「
三
韓
国
に
つ
い
て
の
認
識
の
変
遷
」
ソ
ウ
ル
、
韓
國
史
研
究
、
第
三
八
号
、
一
九
八
二
年
。

　
　

鈴
木
英
夫
「「
任
那
の
調
」
の
起
源
と
性
格
」
国
史
学
、
第
一
一
九
号
、
一
九
八
三
年
三
月
。

　
　

鈴
木
英
夫
「
加
耶
・
百
済
と
倭

│
「
任
那
日
本
府
」
論
」
朝
鮮
史
研
究
会
論
文
集
、
第
二
四
号
、
一
九
八
七
年
。

　
　

鈴
木
英
夫
・
吉
井
哲
編
『
歴
史
に
み
る
日
本
と
韓
国
・
朝
鮮
』
赤
楚
書
店
、
一
九
九
九
年
。

　
　

林
陸
朗
先
生
還
暦
記
念
會
編
『
日
本
古
代
の
政
治
と
制
度
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
八
五
年
。

　
　

鬼
頭
清
明
「
所
謂
「
任
那
日
本
府
」
の
再
検
討
」
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
、
史
学
科
篇
、
第
一
七
号
、
一
九
九
一
年
。

　
　

田
中
俊
明
『
大
加
耶
連
盟
の
興
亡
と
「
任
那
」

│
加
耶
琴
だ
け
が
残
っ
た
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
二
年
。

　
　

寺
本
克
之
『
任
那
と
古
代
日
本

│
歴
史
認
識
の
原
点
を
さ
ぐ
る
』
新
泉
社
、
一
九
九
九
年
。

　
　

井
上
秀
雄
「
任
那
の
調
」
朝
鮮
学
報
、
第
一
七
六
・
一
七
七
号
、
二
〇
〇
〇
年
。

　
　

李
永
植
「「
任
那
日
本
府
」
を
通
じ
て
見
た
六
世
紀
の
加
耶
と
倭
」
東
ア
ジ
ア
の
古
代
文
化
、
第
一
一
〇
号
、
二
〇
〇
二
年
。

　
　

李
鎔
賢
「
任
那
と
日
本
府
の
問
題
」
東
ア
ジ
ア
の
古
代
文
化
、
第
一
一
〇
号
、
二
〇
〇
二
年
。

　
　

山
尾
幸
久
「「
任
那
日
本
府
」
の
二
、
三
の
問
題
」
東
ア
ジ
ア
の
古
代
文
化
、
第
一
一
七
号
、
二
〇
〇
三
年
。

　
　

兼
川
智
「「
任
那
日
本
府
」
説
批
判
」
東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究
、
第
六
号
、
二
〇
〇
三
年
。

　
　

熊
谷
公
男
「
い
わ
ゆ
る
「
任
那
四
県
割
譲
」
の
再
検
討
」
東
北
学
院
大
学
論
集
、
歴
史
学
・
地
理
学
、
第
三
九
号
、
二
〇
〇
五
年
。

　
　

東
潮
『
倭
と
加
耶
の
国
際
環
境
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
。

　
　

東
潮
「「
任
那
四
県
割
譲
」
問
題
と
歴
史
教
科
書
」
東
ア
ジ
ア
の
古
代
文
化
、
第
一
三
七
号
、
二
〇
〇
九
年
。

　
　

森
公
章
「「
任
那
」
の
用
法
と
「
任
那
日
本
府
」（「
在
案
羅
諸
倭
臣
等
」）
の
実
態
に
関
す
る
研
究
」
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
、
史
学
科
篇
、
第

一
〇
五



政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
三
年
六
月
）

（
一
〇
六
）

三
五
号
、
二
〇
〇
九
年
。

（
35
） 

李
進
煕
「
古
代
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
〈
南
鮮
経
営
〉
論
に
つ
い
て
」
朝
鮮
史
研
究
会
論
集
、
第
一
号
、
一
九
六
五
年
。

　
　

李
弘
稙
「
任
那
日
本
府
は
実
在
す
る
か
？
」
新
東
亜
、
一
九
六
六
年
八
月
号
。

　
　

韓
ユ
ウ
キ
ン
『
韓
國
通
史
』
ソ
ウ
ル
、
乙
酉
文
化
社
、
一
九
七
〇
年
。

　
　

旗
田
巍
「
韓
ユ
ウ
キ
ン
『
韓
国
通
史
』（
ソ
ウ
ル
一
九
七
〇
年
）

│
〝
任
那
日
本
府
〞
を
否
定
」
朝
日
ア
ジ
ア
レ
ビ
ュ
ー
、
第
一
巻
第
四
号
、

一
九
七
〇
年
。

　
　

井
上
光
貞
「
金
錫
亨
著
朝
鮮
史
研
究
会
訳
「
古
代
朝
日
関
係
史

│
大
和
政
権
と
任
那
」」
朝
日
ア
ジ
ア
レ
ビ
ュ
ー
、
第
一
巻
第
四
号
、

一
九
七
〇
年
。

（
36
） 

宮
原
兔
一
「
任
那
日
本
府
を
め
ぐ
る
朝
鮮
古
代
史
論
争
」
歴
史
教
育
、
第
一
五
巻
第
五
・
六
号
、
一
九
六
七
年
。

　
　

金
達
寿
「
わ
が
内
な
る
皇
国
史
観

│
「
任
那
日
本
府
」
を
め
ぐ
っ
て
」
展
望
、
一
九
七
四
年
八
月
号
。

　
　

泊
勝
美
『
任
那
日
本
府
は
な
か
っ
た
』
二
見
書
房
、
一
九
七
五
年
。

　
　

金
鉉
球
『
任
那
日
本
府
研
究

│
韓
半
島
南
部
經
營
論
批
判
』
ソ
ウ
ル
、
一
潮
閣
、
一
九
九
三
年
。

　
　

高
寛
敏
「〈
百
済
記
〉
と
〈
百
済
新
撰
〉
に
関
す
る
研
究
」
朝
鮮
大
学
校
学
報
、
第
一
号
、
一
九
九
四
年
。

　
　

高
寛
敏
「〈
任
那
〉
の
滅
亡
と
〈
任
那
の
調
〉」
東
ア
ジ
ア
研
究
、
第
七
号
、
一
九
九
四
年
。

　
　

高
寛
敏
「『
日
本
書
紀
』
と
「
三
韓
」
と
「
任
那
」」
朝
鮮
大
学
校
学
報
、
第
二
号
、
一
九
九
六
年
。

　
　

李
永
植
『
加
耶
諸
国
と
任
那
日
本
府
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
。

　
　

武
光
誠
『
日
本
と
朝
鮮
は
な
ぜ
一
つ
の
邦
に
な
ら
な
か
っ
た
の
か

│
聖
徳
太
子
の
野
望
と
加
耶
諸
国
を
め
ぐ
る
謎
』
新
人
物
文
庫
、
新
人
物
往

来
社
、
二
〇
一
〇
年
。

一
〇
六


